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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）アミノ側鎖を含み且つ１０，０００ダルトン～６０，０００ダルトンの重量平均
分子量を有するアミノシリコーンポリマーと、
　（ｂ）ＭＱ樹脂であるシリコーン樹脂と、
　（ｃ）水溶性多価アルコールのエーテルと、
　（ｄ）１種以上の顔料又は１種以上の着色材料と、
　（ｅ）増粘系であって、
　　親水性及び非イオン性ポリマーであり且つ７００，０００ダルトン～３，０００，０
００ダルトンの重量平均分子量を有する堆積促進剤と、
　　少なくとも１０，０００ダルトンの重量平均分子量を有し且つカチオン性増粘ポリマ
ーであるか又は非イオン性増粘ポリマーである増粘ポリマーと
を含む増粘系と
を含む固体組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、５ミクロン～６０ミクロンの平均粒径を有する１種以上の顔料を含む、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、粉末形態である、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
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　前記組成物が、１種以上の着色材料を含み、前記１種以上の着色材料が、着色繊維、着
色ビーズ、着色粒子、共有結合した染料を含む着色ポリマー、回折特性を有する粒子、及
びそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項５】
　前記堆積促進剤が式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎが２０，０００～５０，０
００の平均値を有する）に従う、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記アミノシリコーンポリマーが、３～８個の炭素原子を有する側鎖を有するポリジメ
チルシロキサンポリマーである、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記水可溶性多価アルコールのエーテルが、ジエチレングリコールモノブチルエーテル
、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、及びジエチレングリコールモノブチルエー
テルとエチレングリコールモノヘキシルエーテルとの混合物からなる群から選択される、
請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記組成物が、無水である、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　１種以上の顔料又は１種以上の着色材料を含むフィルムをケラチン繊維上に提供するた
めの方法であって、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物を水溶液としてケラチン
繊維上に塗布する工程と、前記ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又は前記ケラチン
繊維を乾燥させる工程とを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物と、
　アプリケーターと
を含むキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧品、特に毛髪化粧品の分野に関し、且つケラチン繊維上にフィルムを提
供するために使用され得る固体組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒトのケラチン繊維への半永久的な処理は、当技術分野において公知である。特に注目
されるのは、光輝顔料若しくは粒子の使用によって毛髪の色の見え方を変えるか又は他の
着色若しくは反射性質を提供する半永久的な処理である。例えば、直接染料は、着色分子
をケラチン繊維に付着させることによって半永久的に毛髪を着色する。染料は後に洗い流
され得る。ヘアチョークは、粉末ベースの又は粉末状の製品（典型的にブラッシャー方式
「コンパクト」として又はペン型で提供される）であり、それにより、使用者は顔料及び
／又は着色粒子を毛髪に塗布することができる。
【０００３】
　この分野の公知技術の欠点は、ケラチン繊維への顔料又は着色材料の低い付着性である
。即ち、このような製品が衣服及び／又は浴室を汚す及び／又は染みを付ける可能性があ
ることは、消費者にとって深刻な懸念である。さらに、このような顔料又は着色材料は、
首、肩及び顔の皮膚に移ることがあり、目障りな跡を生じることがある。さらに、消費者
は、塗布することが可能であることを望んでいる。チョーク製品は、典型的に、艶消しの
外観になり、これは全ての消費者が望むとは限らない場合があり、及び消費者が鮮やかな
光沢のある外観を望んでもそのようにならない。
【０００４】
　したがって、顔料及び／又は着色／光沢材料をケラチン繊維に付着させるより耐久性の
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ある手段を提供する組成物及び方法が必要とされている。特に、これらの粒子の堆積を改
良することが必要とされている。さらに、顔料、光輝顔料であるか又は他の着色材料であ
るかにかかわらず、多種多様な粒子を堆積させることができる組成物を提供することが必
要とされている。さらに、毛髪の上に容易に塗布及び分散され得る（例えば、組成物の集
塊化又は頭髪上のあらゆる種類のねばつき若しくはあらゆる種類のべたつきをもたらさな
い）組成物が必要とされている。実際に、このような手段によって提供されるより自然な
外観が必要とされている。
【０００５】
　２０１４年１月３日に公開されたＴｅｂｏｕｌの特許文献１は、「少なくとも１つの疎
水性フィルム形成ポリマーと、少なくとも１つの揮発性溶剤と、少なくとも１つの顔料と
を含む少なくとも第１の組成物（ｉ）の少なくとも１つのコートをケラチン繊維に塗布し
、次いで、前記コートを乾燥させた後、少なくとも１つの疎水性フィルム形成ポリマーと
、少なくとも１つの揮発性溶剤と、少なくとも１つの顔料とを含む少なくとも第２の組成
物（ｉｉ）の少なくとも第２のコートをケラチン繊維に塗布することを含む、・・・ケラ
チン繊維、特に毛髪を染色するための方法」に関する。Ｔｅｂｏｕｌは、アミノ側鎖を含
むアミノシリコーンポリマーを開示していない。２００９年８月１９日に公開された特許
文献２において、Ｍａｉｌｌｅｆｅｒらは、§１２７で顔料に言及しているが、これは「
毛髪の乾燥時間を改良するための方法及び組成物」に関連するものである。例えば、堆積
促進剤に関してＭａｉｌｌｅｆｅｒらの教示はない。２０１３年６月１３日に公開された
特許文献３において、Ｃａｌａｃｏらは、長持ちする色をケラチン繊維に与えるための組
成物及び方法が開示されていることに言及している。しかしながら、Ｃａｌａｃｏらも堆
積促進を教示していない。
【０００６】
　先行技術のいずれも、これに関連して全ての消費者の要求を満たす解決策を教示又は提
供していない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２０１４／００１３９１Ａ１号
【特許文献２】欧州特許出願公開第２０９０２９５Ａ１号明細書
【特許文献３】国際公開第２０１３／０８５５７７Ａ２号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　固体組成物が提供され、それは、
　（ａ）アミノ側鎖を含み且つ１０，０００ダルトン～６０，０００ダルトンの重量平均
分子量を有するアミノシリコーンポリマーと、
　（ｂ）シリコーン樹脂と、
　（ｃ）水溶性多価アルコールのエーテルと、
　（ｄ）１種以上の顔料又は１種以上の着色材料と、
　（ｅ）増粘系であって、
　・親水性及び非イオン性ポリマーであり且つ７００，０００ダルトン～３，０００，０
００ダルトンの重量平均分子量を有する堆積促進剤と、
　・少なくとも１０，０００ダルトンの重量平均分子量を有し且つカチオン性増粘ポリマ
ーであるか又は非イオン性増粘ポリマーである増粘ポリマーと
を含む増粘系と
を含む。組成物は、組成物がｐＨ５及び２５℃の水溶液中にあるとき、組成物の任意の成
分の沈殿を引き起こす化合物を実質的に含有しなくてもよい。
【０００９】
　１種以上の顔料又は１種以上の着色材料を含むフィルムをケラチン繊維上に提供するた
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めの方法が提供され、それは、本明細書において上記された組成物を水溶液としてケラチ
ン繊維上に塗布する工程と、ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又はそれらを乾燥さ
せる工程とを含む。
【００１０】
　キットが提供され、それは、
　・本明細書において上記された組成物、又は本明細書において上記された複数の組成物
であって、それぞれの組成物が異なる顔料又は着色材料を含む、複数の組成物と、
　・アプリケーターと
を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】組成物のレオロジー測定である。Ｘ＝歪（％）であり、及びＹ＝ｔａｎδである
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
＜定義及び概要＞
　本発明の全ての態様の全ての実施形態を含め、本明細書では、特に別記しない限り以下
の定義が用いられる。全てのパーセンテージは、全組成物の重量（ｗ／ｗ）による。「ｗ
ｔ％」は、重量パーセンテージを意味する。全ての比は重量比である。「部」への言及、
例えば１部のＸと３部のＹとの混合物は重量比である。「ＱＳ」又は「ＱＳＰ」は、１０
０％又は１００ｇに対する十分な量を意味する。＋／－は標準偏差を示す。全ての範囲は
包括的であり、組合せ可能である。有効桁の数は、表示された量に対する限定を表すもの
でも、測定値の精度に対する限定を表すものでもない。全ての数量は、「約」という語に
よって修飾されると理解される。全ての測定は２３℃及び周囲条件で行われると理解され
、ここで、「周囲条件」は、１気圧（ａｔｍ）の圧力及び５０％の相対湿度の条件を意味
する。「相対湿度」は、同じ温度及び圧力における飽和湿分レベルと比較した空気の湿分
含量の比（パーセントとして記載される）を指す。相対湿度は、湿度計、特に、ＶＷＲ（
登録商標）Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ製のプローブ湿度計を使用して測定することがで
きる。本明細書において、「ｍｉｎ」は「分（ｍｉｎｕｔｅ）」又は「分（ｍｉｎｕｔｅ
ｓ）」を意味する。本明細書において、「ｍｏｌ」はモルを意味する。本明細書において
、数字の後の「ｇ」は「グラム（ｇｒａｍ）」又は「グラム（ｇｒａｍｓ）」を意味する
。全ての量は、それらが記載された成分に関するとき、活性レベル（「固形分」）に基づ
いており、市販の材料に含有される場合があるキャリア又は副生成物を含まない。本明細
書において、「含む」は他の工程及び他の成分が付加され得ることを意味する。「含む」
は、「からなる」及び「から本質的になる」という用語を包含する。本発明の組成物、調
合物、方法、使用、キット、及びプロセスは、本明細書に記載された本発明の要素及び制
限条件、並びに本明細書に記載された付加的な又は任意選択的な成分、構成要素、工程、
又は制限条件のいずれも含み、それらからなり、及び本質的にそれらからなることができ
る。本明細書に記載された実施形態及び態様は、不相容性が記載されない限り、明白に組
み合わせて例示されていないにもかかわらず、他の実施形態及び／又は態様の要素、特徴
又は構成要素を含むか又はこれらと組合せ可能であってもよい。「少なくとも１つの実施
形態において」は、本発明の１つ以上の実施形態、任意選択的に全ての実施形態又は実施
形態の大きい部分的組合せが、後に説明される特徴を有することを意味する。量の範囲が
与えられる場合、これらは、組成物中の前記構成成分の総量であると理解されるものとし
、又は２つ以上の種が構成成分の定義の範囲内に含まれる場合、組成物において全ての成
分の総量がその定義に合致する。例えば、組成物が１％～５％の脂肪アルコールを含む場
合、２％のステアリルアルコールと１％のセチルアルコールとを含み、且つ他の脂肪アル
コールを含まない組成物は、この範囲内に含まれる。
【００１３】
　本明細書中で用いられるとき、「分子量」又は「Ｍ．Ｗｔ．」は、特に断らない限り重
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量平均分子量を指す。重量平均分子量は、ゲル透過クロマトグラフィーによって測定され
てもよい。
【００１４】
　「粘度」は、１２．９ｓ－１の剪断速度でＤＩＮ　５３０１９に従って冷却／加熱容器
及びセンサーシステムを有するＨＡＡＫＥ回転粘度計ＶＴ５５０を使用して２３℃で測定
される。
【００１５】
　「水溶性」は、２３℃の水中に材料０．１重量％の濃度で裸眼に対して透明な溶液を形
成するように水中に十分に可溶性である任意の材料を指す。「水不溶性」という用語は、
「水溶性」ではない任意の材料を指す。
【００１６】
　「乾燥した」又は「実質的に乾燥した」は、周囲条件において２３℃で測定されるとき
に液体形態である任意の化合物又は組成物を５％未満、３％未満、又は２％未満、１％未
満、若しくは約０％含むことを意味する。液体形態であるこのような化合物又は組成物に
は、水、油、有機溶剤及び他の湿潤剤が含まれる。「無水」は、組成物が、組成物の全重
量に対して、５％未満、３％未満、又は２％未満、１％未満、若しくは約０％の水を含む
ことを意味する。
【００１７】
　「を実質的に含まない」又は「が実質的に含まれない」は、組成物又は調合物の全重量
に対して、１％未満、又は０．８％未満、又は０．５％未満、又は０．３％未満、又は約
０％を意味する。
【００１８】
　「揮発性」は、周囲条件下で液体であり且つ２５℃で測定可能な蒸気圧を有する材料を
意味する。これらの材料は、１．３Ｐａ超、又は２６．７Ｐａ～５ｋＰａの蒸気圧、及び
２５０℃未満、又は２３５℃未満、又は１５０℃未満の標準沸点を有する。「標準沸点」
は、国際純正・応用化学連合（ＩＵＰＡＣ）によって定義される通りである。
【００１９】
　「毛髪」は、頭髪、顔の毛及び体毛などの哺乳動物のケラチン繊維を意味する。それは
、生体に依然として付着されているこのような毛髪の他、毛髪見本及び人形／マネキン上
の毛髪などの生体から除去された毛髪も含む。「毛髪」は、ヒトの毛髪のみを意味する場
合もある。「毛幹」又は「毛髪の繊維」は、個々の毛の房を意味し、「毛髪」という用語
と交換可能に使用されてもよい。
【００２０】
　「頭皮に対して近位」は、毛髪の端部よりも頭皮に距離が近い、伸ばされた又は実質的
に真っ直ぐになった毛幹の部分を意味する。したがって、毛髪の繊維長の５０％は頭皮に
対して近位であると考えられ、及び毛髪の繊維の５０％は頭皮に対して遠位である。「頭
皮に対してｚｃｍの近位」は、１つの端点が頭皮上にあるか又は直接隣接しており、第２
の端点が、伸ばされた又は実質的に真っ直ぐになった毛髪の長さに沿って「ｚ」センチメ
ートルである、毛髪に沿う距離「ｚ」を意味する。
【００２１】
　「化粧用に許容できる」は、記載された組成物、調合物又は構成要素が過度の毒性、不
相容性、不安定度、アレルギー応答等を伴わずにヒトのケラチン組織と接触して使用する
ために適していることを意味する。ケラチン組織に直接塗布される目的を有する本明細書
に記載される全ての組成物及び調合物は、化粧用に許容できるものに限られる。
【００２２】
　「誘導体」には、限定されないが、与えられた化合物のアミド、エーテル、エステル、
アミノ、カルボキシル、アセチル、酸、塩及び／又はアルコール誘導体が含まれる。「そ
れらの誘導体」は、アミド、エーテル、エステル、アミノ、カルボキシル、アセチル、酸
、塩及びアルコール誘導体を意味してもよい。
【００２３】
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　「モノマー」は、開始剤の存在下で又は例えば重縮合、重付加、アニオン又はカチオン
重合などの高分子をもたらす任意の適した反応の存在下で重合され得る、不連続な重合し
ていない化学部分を意味する。「単位」は、すでに重合されている、すなわちポリマーの
一部であるモノマーを意味する。
【００２４】
　「ポリマー」は、２つ以上のモノマーの重合から形成された化学物質を意味する。「ポ
リマー」という用語は、モノマーの重合によって製造された全ての材料並びに天然ポリマ
ーを含むものとする。１種類のみのモノマーから製造されたポリマーは、ホモポリマーと
呼ばれる。本明細書において、ポリマーは、少なくとも２つのモノマーを含む。２つ以上
の異なる種類のモノマーから製造されたポリマーはコポリマーと呼ばれる。異なるモノマ
ーの分布は、ランダム、交互又はブロック状（すなわちブロックコポリマー）であり得る
。本明細書において使用される「ポリマー」という用語は、ホモポリマーとコポリマーと
を含む任意の種類のポリマーを含む。
【００２５】
　「キット」は、複数の構成要素を含むパッケージを意味する。「キット」は、「パーツ
キット」と称されてもよい。キットの例は、例えば、第１の組成物と、別個にパッケージ
化された第２の組成物と、任意選択的に使用説明書とである。
【００２６】
　「ヘアスタイリングポリマー」は、フィルムを表面上に形成する毛髪固定ポリマー、す
なわちフィルム形成ポリマーを意味する。「ヘアスタイリングポリマー」及び「フィルム
形成ポリマー」は、当技術分野において交換可能に使用される。毛髪科学に関連して、こ
の表面は、個々の毛髪繊維又はそれらの複数のものの表面である。ヘアスタイリングポリ
マーは、毛髪繊維を一緒に接着させて溶着部を形成するが、それらは有効に保持の改善を
提供する架橋部である。相応して、これらの溶着部は「ヘアネット」を形成して毛髪保持
及び嵩の改善を消費者に提供する。溶着部のネットが有効に形成されると、保持及び嵩の
改善が一日中続き、環境湿度に対する良い耐性を提供することができる。
【００２７】
＜本発明の背後にある理論及び利点＞
　本発明者らは、ここで固体組成物を提供する。組成物は、溶剤と混合した後にフィルム
をケラチン繊維上に提供するために適しており、より詳しくは着色フィルムをケラチン繊
維上に提供することを目的としている。組成物は、ここで、消費者／スタイリストのため
に使用及び保管を容易にするために、且つ出荷を容易にするために固体形態で提供される
。実際に、固体の場合、組成物は、例えば粉末状又は粒状形態で提供することができ、そ
れは、組成物がより長時間保存でき、保存及び保管に関する問題が最小化されることを意
味する。さらに、組成物がより軽量になり、そのため出荷がより経済的になる。さらに、
様々な固体組成物をキットとして提供することができ、それぞれのキットは、本発明によ
る複数の組成物であって、それぞれの組成物が異なる顔料又は着色材料を含む、複数の組
成物を備える。したがって、消費者又はスタイリストは、対象の毛髪の色を合わせるため
に、且つ／又は皮膚の色合い、衣装及びイベントなどの他の要因に対して所望の色又は効
果を選択することができる。
【００２８】
　消費者／スタイリストは、溶剤を提供し、ケラチン繊維上に塗布する前に組成物を前記
溶剤と混合することが予想される。実際に、フィルム形成アミノシリコーンポリマー、シ
リコーン樹脂、水溶性多価アルコールのエーテル、及び選択された増粘系の組合せは、溶
剤と混合した後にケラチン繊維上に、特にヒトの頭髪上にフィルムをもたらし、それは十
分に耐久性があるため、ケラチン繊維上、例えば手の上や消費者の衣服等の上にある間に
急速に擦れて取れたり、塊などの良くない毛髪の感触、摩耗性をもたらしたり、毛髪を重
みで押し下げて頭髪の嵩を減らしたり、目障りな粒をもたらしたりすることはない。
【００２９】
　実際に、フィルム形成アミノシリコーンポリマー及びシリコーン樹脂は、任意の着色材
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料及び／又は顔料を毛髪繊維上に耐久的に強く結合する、非常に薄い乾燥フィルムの形成
を可能にする。アミノシリコーンポリマー及びシリコーン樹脂は、架橋及び脱水作用を介
して優れたフィルムを提供する。
【００３０】
　選択された増粘系は、毛管作用を抑えることによって組成物の滴下を防ぐのに役立つこ
とができ、そうでなければそれは繊維を伝って下方へ組成物を急速に引っ張り、床上へ及
び／又は使用者の衣服上に落とすであろう。それにもかかわらず、増粘系、特に増粘ポリ
マーと堆積促進剤との組合せは、べとつく感触を生じずにケラチン繊維によく付着する非
滴下性組成物を提供する。さらに、増粘系は、フィルム形成アミノシリコーンポリマーと
シリコーン樹脂とが薄い乾燥フィルムを提供する能力を低下させない。
【００３１】
　特に、本発明は、はるかにより多種多様な最終消費者によってより多種多様な生活に関
連して使用され得る微妙なヘア効果を提供することができる点において、この分野の先行
の開発が示す欠点を克服する。換言すれば、本発明によって提供される効果は、ディスコ
又はナイトクラブに行く際にしばしば使用される非常に鮮やかなダズリングヘア効果に限
定されず、ビジネス用に許容でき且つ日常の毛髪外観として強すぎないシックな毛髪外観
も提供する。
【００３２】
　実際に、特徴の選択された組合せ、即ち、フィルム形成アミノシリコーンポリマー、シ
リコーン樹脂、水溶性多価アルコールのエーテル、及び選択された増粘系の組合せは、光
輝、色、光沢等の毛髪に対する所望の効果を提供することができる、着色材料及び／又は
顔料のための優れた支持系を提供する。前記着色材料及び／又は顔料は、消費者及び／又
はスタイリストが所望の正確なタイプの顔料及び／又は着色材料を選択することができる
ように組成物シャーシから別々に提供されてもよい。
【００３３】
＜第１の態様の組成物＞
　組成物は固体組成物である。「固体」は、組成物の分子が互いに流れ合い、液体の場合
のように容器の形状を取ったり、又はガスの場合のようにそれらが互いに離れて広がり、
利用可能な全体積を満たしたりしないことを意味する。組成物は粉末形態であってもよい
。組成物は粒体形態であってもよい。組成物は乾燥していてもよく、又は無水であっても
よい。
【００３４】
　組成物は単位用量形態であってもよい。「単位用量」は、組成物が１つの頭髪又は塗布
のために適した量に分けられることを意味する。組成物は錠剤形態であってもよい。前記
錠剤は立方体又は直方体の形状であってもよい。
【００３５】
　溶剤と混合した後、組成物は、ケラチン繊維上にフィルムを提供するために用いる。組
成物は、溶剤と混合した後、顔料又は着色材料を含むフィルムをケラチン繊維上に提供す
るために用いてもよい。フィルムは、耐久性フィルムであってもよい。固体組成物は化粧
用に許容可能であってもよい。
【００３６】
　組成物は、組成物がｐＨ５及び２３℃の水溶液中にあるとき、組成物の任意の成分の沈
殿を引き起こす化合物を実質的に含有しない。
【００３７】
　組成物が典型的にフィルム形成アミノシリコーンポリマー、ＭＱ樹脂、堆積促進剤と増
粘ポリマーとを含む増粘系、及び溶剤を含むとき、組成物のｐＨは、４～６、好ましくは
４．５～５．５であってもよい。組成物がｐＨ５及び２３℃の水溶液中にあるとき、組成
物の任意の成分の沈殿を引き起こす化合物の例は、塩基性溶剤、又はイオン化合物又はｐ
Ｈ４～６、好ましくはｐＨ５～６のカチオン性である化合物又は相対イオン強度を有する
化合物であってもよい。
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【００３８】
　実際に、本組成物の任意の成分の沈殿は、特に毛髪の感触に関して　－　本発明の効果
に好ましくない副次的効果を有する。実際に、ここで毛髪上に固定されることが意図され
る顔料及び／又は着色材料を除いて、毛髪上の他の残留物は、消費者によって受け入れら
れない。例えば、フィルム形成アミノシリコーンポリマー及び／又はシリコーン樹脂の沈
殿は、それらが毛髪繊維上にフィルムを形成する能力を減じ、毛髪上に残留物を形成する
。組成物は、任意のさらなるイオン化合物を実質的に含有しなくてもよい。組成物は、ｐ
Ｈ４．０～５．０でカチオン性である任意の化合物を実質的に含有しなくてもよい。
【００３９】
＜アミノシリコーン及びシリコーン樹脂＞
　組成物は、フィルム形成アミノシリコーンポリマーを含み、ここで、アミノシリコーン
ポリマーはアミノ側鎖を有し、アミノシリコーンポリマーは、１０，０００ダルトン～６
０，０００ダルトンの重量平均分子量を有する。シリコーンに関連して、「側鎖（ｓｉｄ
ｅｃｈａｉｎ）」（別称「側鎖（ｓｉｄｅ　ｃｈａｉｎ）」）は、シリコーン主鎖の一部
でなくシリコーン主鎖の少なくとも１つの末端上にのみ存在していない基を指す。本明細
書において定義される「末端アミノシリコーン」は、シリコーン主鎖の一方又は両方の端
部に１個以上のアミノ基を含むシリコーンを意味する。アミノ側鎖を有するアミノシリコ
ーンポリマーは、ペンダントアミノ基を含むシリコーン化合物と称されることがある。ア
ミノシリコーンポリマーは、末端アミノシリコーンでなくてもよい。組成物は、末端アミ
ノ基を有するシリコーンを実質的に含有しなくてもよい。
【００４０】
　アミノシリコーンポリマーは、フィルム形成アミノシリコーンポリマーである。アミノ
シリコーンポリマーは、グラフトアミノ基を有するポリジメチルシロキサンであってもよ
い。
【００４１】
　アミノシリコーンポリマーは、１５，０００ダルトン～５０，０００ダルトン又は２０
，０００ダルトン～４０，０００ダルトンの重量平均分子量であってもよい。
【００４２】
　アミノシリコーンポリマーは、ペンダントアミノ基（グラフト基）を有するポリジメチ
ルシロキサンポリマーであってもよい。アミノシリコーンポリマーは、式：
【００４３】
【化１】

【００４４】
（式中、ｘ’及びｙ’は、重量平均分子量が１０，０００ダルトン～６０，０００ダルト
ンであるような整数である）に従う。末端は、上式に示されるようなヒドロキシルではな
くメトキシであってもよい。
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【００４５】
　アミノシリコーンポリマーは、３～８個の炭素原子を有する側鎖を有するポリジメチル
シロキサンポリマーであってもよい。側鎖は、炭素、水素及び窒素原子を含んでもよく、
好ましくはそれらからなってもよい。アミノシリコーンポリマーは、アミノエチルアミノ
プロピル側鎖を有するポリジメチルシロキサンポリマーであってもよい。アミノシリコー
ンポリマーは、式：
【００４６】
【化２】

【００４７】
（式中、ｎ及びｍは、重量平均分子量が１０，０００ダルトン～６０，０００ダルトンで
あるような整数であり、Ｒ１及びＲ３は、独立に、－ＯＨ又は－ＯＣＨ３から選択され；
Ｒ２は、Ｈ若しくはＣ１～Ｃ３アルキル、又はメチル若しくはＨ、好ましくはメチルであ
る。「ｎ」は平均して１～５０、又は５～２０、又は６～１０、又は８～９であってもよ
く、「ｍ」は平均して１２０～３００、又は１５０～２００であってもよい。「ｎ」は平
均して５～８であってもよく、「ｍ」は平均して１５０～１８０であってもよく、Ｒ１及
びＲ３は両方ともメチルであってもよく、Ｒ３は－ＯＣＨ３である）に従ってもよい。
【００４８】
　アミノシリコーンポリマーは、０．１ｍｅｑ／ｇ～３ｍｅｑ／ｇ、又は０．７ｍｅｑ／
ｇ～２．５ｍｅｑ／ｇ、又は０．６ｍｅｑ／ｇ～１ｍｅｑ／ｇのアミン価を有してもよい
。
【００４９】
　アミノシリコーンポリマーの適した例は、以下の特許文献：Ｄｅｃｏｓｔｅｒの米国特
許第６，４５１，７４７Ｂ１号明細書第１７欄、４～２７行目；Ｈｕｇｈｅｓの米国特許
第５，５６７，４２８号明細書第１３欄、４０～５６行目；Ｇａｗｔｒｅｙらの米国特許
出願公開第２００４／００１０８６３Ａ１号明細書、§００１６～§００３９；Ｍａｈｒ
らの米国特許出願公開第２００６／００４１０２６Ａ１号明細書に見出すことができ、こ
れらは本明細書に参照によって組み込まれる。
【００５０】
　固体組成物は、アミノシリコーンポリマーを５％～３５％又は１０％～２５％含んでも
よい。毛髪に塗布される組成物は、アミノシリコーンポリマーを１％～１５％又は１．５
％～５％含んでもよい。アミノシリコーンポリマーの粘度は、１０～１００，０００ｍＰ
ａ・ｓ又は１００～１０，０００ｍＰａ・ｓであってもよい。
【００５１】
　組成物は、シリコーン樹脂を含んでもよい。シリコーン樹脂は当技術分野において公知
である。シリコーン樹脂はフィルム形成ポリマーであってもよい。シリコーン樹脂はＭＱ
樹脂であってもよい。「Ｍ」はＭｅ３ＳｉＯを表し、「Ｑ」はＳｉＯ４を表す。ＭＱ樹脂
は、０．５：１．０～１．５：１．０のＭ：Ｑモル比を有してもよい。樹脂の重量平均分
子量は１０００ダルトン～１０，０００ダルトンであってもよい。ＭＱ樹脂は、以下の一
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般式：
　　Ｒ７

３ＳｉＯ１／２

　　ＳｉＯ４／２

（式中、Ｒ７はＣ１～４０アルキル、Ｈ、－ＯＲ又は－ＯＨ基である）の単位を少なくと
も８０モル％又は少なくとも９５モル％含有してもよい。一般式の単位の比は０．５～２
．０又は０．５～１．５であってもよい。基Ｒ７の３重量％以下又は２．５重量％以下が
－ＯＲ及び－ＯＨであってもよい。
【００５２】
　ＭＱシリコーン樹脂の残りの単位は、以下の一般式：
　　Ｒ７

２ＳｉＯ２／２

　　Ｒ７ＳｉＯ３／２

（式中、Ｒ７がＣ１～４０アルキル、Ｈ、－ＯＲ又は－ＯＨ基である）の単位であっても
よい。
【００５３】
　Ｒ７は、任意選択的にハロゲンで置換された直鎖、環状、分岐、芳香族、飽和又は不飽
和であるＣ１～４０アルキルであってもよい。Ｒ７は、Ｃ１～６炭素原子を有するアルキ
ル基又はフェニル基であってもよい。ハロゲン置換基は、フッ素及び塩素から選択されて
もよい。Ｒ７は、メチル、エチル、フェニル及びＨから選択されてもよい。固体組成物は
、０．５％～１０％又は１％～６％のＭＱ樹脂を含んでもよい。毛髪に塗布される組成物
は、０．１％～１０％、又は１％～５％、又は２％～４％のＭＱ樹脂を含んでもよい。
【００５４】
　ＭＱ樹脂は、Ｗａｃｋｅｒ－ＣｈｅｍｉｅＡＧ（Ｄ－８１７３７，Ｍｕｅｎｃｈｅｎ，
Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能である。例えば、ＭＱ－樹脂粉末８０３ＴＦは、テトラア
ルコキシシラン（Ｑ単位）とトリメチル－エトキシシラン（Ｍ単位）との共加水分解生成
物であり、トリメチルシリル基でエンドブロックされるポリケイ酸単位の三次元網目構造
として見ることができる。若干のエトキシ及びヒドロキシ官能基残基が存在している。ま
た、ＭＱ樹脂は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能である。例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒ
ｎｉｎｇ（登録商標）ＭＱ－１６４０フレーク樹脂は、ＭＱ及びＴプロピルシリコーン樹
脂の組合せであり、ＩＮＣＩ名：トリメチルシロキシシリケート（及び）ポリプロピルシ
ルセスキオキサンである。
【００５５】
　組成物は、水溶性多価アルコールのエーテルを含む。水溶性多価アルコールのエーテル
は、アミノシリコーンとシリコーン樹脂とが複合物を形成するのを防ぐことができるとい
う利点を有する。水溶性多価アルコールのエーテルは、非ポリマー両親媒性化合物であっ
てもよい。実際に、アミノシリコーンは、親水性特性をアミノシリコーンに与える、アミ
ノ側鎖を含み、シリコーン樹脂は典型的に疎水性性質である。したがって、水溶性多価ア
ルコールのエーテルが両親媒性の化学特性を有する場合、それは、アミノシリコーンとシ
リコーン樹脂との両方と相互作用して、それらが集塊化しないようにし、また沈殿しない
ようにすることができる。組成物は、水溶性多価アルコールのエーテルを含んでもよく、
水溶性多価アルコールのエーテルは、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、エチレ
ングリコールモノヘキシルエーテル、及びジエチレングリコールモノブチルエーテルとエ
チレングリコールモノヘキシルエーテルとの混合物からなる群から選択される。固体組成
物は、水溶性多価アルコールのエーテルを１０％～２０％又は１２％～１８％含んでもよ
い。毛髪に塗布される組成物は、水溶性多価アルコールのエーテルを０．０１％～２０％
、又は０．１％～１０％、又は０．５％～５％、又は１．０％～５％、又は２％～５％含
んでもよい。エチレングリコールモノヘキシルエーテルは、大気圧において２０８．５℃
の初留点を有する。ジエチレングリコールモノブチルエーテルは、大気圧において２２６
℃の初留点を有する。
【００５６】
　本発明において使用するために適した生成物は、Ｗａｃｋｅｒ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ社
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（Ｄ－８１７３７　Ｍｕｅｎｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）製の商標Ｗａｃｋｅｒ（登録商
標）／ＢＥＬＳＩＬ　ＡＤＭ８３０１　Ｅとして入手可能である。この生成物は、アミノ
シリコーンである、ヒドロキシ末端のポリ［３－（（２－アミノエチル）アミノ）プロピ
ル］メチル（ジメチル）シロキサンを１０％～２０％含有する。また、それは０．１％～
０．２％のオクタメチルシクロテトラシロキサンと１％～５％のＭＱシリコーン樹脂とを
含有する。また、生成物は、１％～３％のエチレングリコールモノヘキシルエーテルと５
％～１０％のジエチレングリコールモノブチルエーテルとを含有する。前記生成物は、米
国特許出願公開第２００６／００４１０２６Ａ１号明細書（その内容を参照によって本明
細書に組み入れるものとする）に記載されている。同様の生成物は、同じくＷａｃｋｅｒ
－ＣｈｅｍｉｅＡＧ製のＷａｃｋｅｒ　ＨＣ３０３である。
【００５７】
＜増粘系＞
　組成物は増粘系を含む。増粘系は、堆積促進剤と増粘ポリマーとを含む。固体組成物は
、５％～１２％、又は６％～１０％の増粘系を含んでもよい。毛髪に塗布される組成物は
、０．５％～２％の増粘系を含んでもよい。
【００５８】
　増粘系は堆積促進剤を含む。堆積促進剤は親水性且つ非イオン性ポリマーであり、ここ
で、堆積促進剤は、７００，０００ダルトン～３，０００，０００ダルトンの重量平均分
子量を有する。堆積促進剤は、毛髪の繊維上へのアミノシリコーン及びシリコーン樹脂並
びに任意の顔料及び／又は着色材料の堆積を促進するために有用である。特に、堆積促進
剤は、より多くのアミノシリコーン及びシリコーン樹脂並びに任意の顔料及び／又は着色
材料が、毛髪の繊維から滴り落ちたり滑り落ちたりせずに毛髪の繊維上にとどまるという
利点を有する。実際に、頭髪、すなわち互いに十分に近接している複数の繊維の物理的構
造のために、毛髪上の流体に対して毛管作用が役割を果たす。したがって、堆積促進剤は
、毛管作用が毛髪からアミノシリコーン、シリコーン樹脂並びに任意の顔料及び／又は着
色材料を剥がすのを防ぐために有用である。
【００５９】
　固体組成物は、０．１％～２％の堆積促進剤を含んでもよい。毛髪に塗布される組成物
は、０．０１％～５％の堆積促進剤を含んでもよい。毛髪に塗布される組成物は、０．０
５％～４％、又は０．０７５％～３．５％、又は０．１％～３％、又は０．１％～２％、
又は０．１５％～１％の堆積促進剤を含んでもよい。
【００６０】
　堆積促進剤は、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎが２０，０００～５０，００
０の平均値を有する）に従ってもよい。堆積促進剤は、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（
式中、ｎが４０，０００～５０，０００の平均値を有する）に従ってもよい。毛髪に塗布
される組成物は、０．０１％～５％の堆積促進剤を含んでもよい。毛髪に塗布される組成
物は、０．０５％～４％、又は０．０７５％～３．５％、又は０．１％～３％、又は０．
１％～２％、又は０．１５％～１％の堆積促進剤を含んでもよく、ここで、堆積促進剤は
、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎが４０，０００～５０，０００の平均値を有
する）に従う。
【００６１】
　堆積促進剤は、１，０００，０００ダルトン～２，５００，０００ダルトンの重量平均
分子量を有してもよい。
【００６２】
　有用な堆積促進剤は、それらのＰＯＬＹＯＸ銘柄としてＤｏｗから入手可能である。Ｄ
ｏｗ製のＰＯＬＹＯＸ水溶性樹脂は、白色の粒状粉末として製造及び供給される。特に、
ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－６０Ｋは、ＰＥＧ－４５Ｍ、すなわち式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２

）ｎＯＨ（式中、ｎが整数であり、ｎが４５，０００の平均値を有する）である。ＰＥＧ
－４５Ｍは２，０００，０００ダルトンの重量平均分子量を有する。ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳ
Ｒ　Ｎ－１２Ｋも有用であり、それはＰＥＧ－２３Ｍ、すなわち式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）
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ｎＯＨ（式中、ｎが整数であり、ｎが２３，０００の平均値を有する）である。ＰＥＧ－
２３Ｍは１，０００，０００ダルトンの重量平均分子量を有する。ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ
－１１０５も有用であり、それは９００，０００ダルトンの重量平均分子量を有する。
【００６３】
　増粘系は増粘ポリマーを含む。増粘ポリマーは少なくとも１０，０００ダルトンの重量
平均分子量を有する。増粘ポリマーはカチオン性増粘ポリマーであるか又は非イオン性増
粘ポリマーである。固体組成物は、４％～１５％又は７％～１０％の増粘ポリマーを含ん
でもよい。毛髪に塗布される組成物は、０．０１％～５％の増粘ポリマーを含んでもよい
。毛髪に塗布される組成物は、０．１％から、又は０．２％から、又は０．３％から、又
は０．４から、又は０．５％から、又は０．６％から、又は０．７％から、又は０．８％
から、又は０．９％から５％まで、又は４．５％まで、又は４％まで、又は３．５％まで
、又は３％まで、又は２．５％まで、又は２％まで、又は１．５％までの増粘ポリマーを
含んでもよい。増粘ポリマーは非イオン性増粘ポリマーであってもよい。
【００６４】
　増粘ポリマーは多糖であってもよい。増粘ポリマーは多糖であってもよく、多糖は、ヒ
ドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、澱粉化合物、キサンタンガ
ム、カラゲナン、及びそれらの混合物からなる群から選択されてもよい。増粘ポリマーは
、ヘテロ多糖であってもよい。毛髪に塗布される組成物中に存在している全多糖含有量は
０．２％～５％、又は０．５％～４％であってもよい。適した多糖及びヘテロ多糖には、
澱粉及びそれらの誘導体、例えば燐酸とのモノエステル又はジエステル、セルロースの種
類及びそれらの誘導体、キサンタンガム、カラゲナンが含まれる。ヘテロ多糖には、Ｋｅ
ｌｃｏ製のＫｅｌｔｒｏｌ（登録商標）、及びＨｅｒｋｕｌｅｓ製のＮａｔｒｏｓｏｌ（
登録商標）２５０ＨＨＲなどのキサンタンガムが含まれる。粘度増加剤は澱粉化合物であ
ってもよい。粘度増加剤はヒドロキシプロピル澱粉ホスフェートであってもよい。ヒドロ
キシプロピル澱粉ホスフェートの例は、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ製のストラクチャー（登録
商標）ＸＬである。増粘ポリマーはヒドロキシエチルセルロースであってもよい。ヒドロ
キシエチルセルロースは、下式：
【００６５】

【化３】

【００６６】
（式中、Ｒ＝Ｈ又はＣＨ２ＣＨ２ＯＨである）に従ってもよい。適したヒドロキシエチル
セルロースはＤｏｗ製のＣｅｌｌｏｓｉｚｅ（商標）ＨＥＣ　ＱＰ４４００である。
【００６７】
　増粘ポリマーは、カチオン性増粘ポリマーであってもよい。増粘ポリマーは、アミノ基
含有側鎖で置換された炭化水素主鎖を含んでもよい。増粘ポリマーは、第四アミン基、或
いは第四アンモニウム基を含むカチオン性増粘ポリマーであってもよい。増粘ポリマーは
、下記構造：
【００６８】
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【化４】

【００６９】
を有してもよい。
【００７０】
　増粘ポリマーはポリクオタニウム－３７であってもよい。ポリクオタニウム－３７は、
ポリ（２－メタクリルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド）である。ポリクオ
タニウム－３７は、ＢＡＳＦ製の製品Ｓａｌｃａｒｅ（登録商標）ＳＣ９６によってＢＡ
ＳＦから入手可能であり、それはＩＮＣＩ名：ポリクオタニウム－３７（及び）プロピレ
ングリコールジカプレートジカプリレート（及び）ＰＰＧ－１トリデセス－６を有する。
また、ポリクオタニウム－３７は：Ｓｙｎｔｒａｎ　ＰＣ　５３２０（Ｉｎｔｅｒｐｏｌ
ｙｍｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）；Ｃｏｇｎｉｓ　ＧｍｂＨ製のＵｌｔｒａｇｅｌ（
登録商標）３００；Ｏｒｉｅｎｔ　Ｓｔａｒｓ　ＬＬＣ製のＯｒｉＳｔａｒ　ＰＱ３７；
３Ｖ　Ｇｒｏｕｐ製のＳｙｎｔｈａｌｅｎ　ＣＮ；３Ｖ　Ｇｒｏｕｐ製のＳｙｎｔｈａｌ
ｅｎ　ＣＲ；３Ｖ　Ｇｒｏｕｐ製のＳｙｎｔｈａｌｅｎ　ＣＵ；Ｃｏｇｎｉｓ　ＧｍｂＨ
製のＣｏｓｍｅｄｉａ（登録商標）Ｔｒｉｐｌｅ　Ｃとして入手可能であり、それはＩＮ
ＣＩ：ポリクオタニウム－３７、ジカプリリルカーボネート、ラウリルグルコシドを有す
る。
【００７１】
　組成物が、第四アミン基、或いは第四アンモニウム基を含むカチオン性増粘ポリマーで
ある増粘ポリマーを含む場合、毛髪に塗布される組成物は、３～５又は３．５～４．５の
範囲のｐＨを有してもよい。このｐＨ範囲は、増粘ポリマーが求核試薬として作用しない
ことを確実にする点において有用である。
【００７２】
＜顔料＞
　組成物は１種以上の顔料を含む。１種以上の顔料は、製品主要部又は毛髪に色の効果を
与える１種以上の着色顔料であってもよく、又はそれらは、望ましい且つ美的に快い光沢
効果を組成物又はケラチン繊維に与える光沢効果顔料であってもよい。毛髪への色又は光
沢効果は好ましくは一時的であり、すなわち、それらは次の毛髪洗浄まで持続し、毛髪を
通常のシャンプーで洗浄することによって再び除去され得る。
【００７３】
　組成物は、５ミクロン～６０ミクロンのＤ５０粒径を有する顔料を含む。粒径は、体積
中央径であるＤ５０によって表される。Ｄ５０は、レーザー回折粒度計であるＭａｌｖｅ
ｒｎ　Ｍａｓｔｅｒｓｉｚｅｒ　２０００を使用して測定され、それはＨｙｄｒｏ　２０
００Ｇ又はＨｙｄｒｏ　２０００Ｓを使用してＩＳＯ　１３３２０：２００９（ｅｎ）に
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従って測定され、ここで、分散剤は水又はエタノールである。検出範囲は０．０２ミクロ
ン～２０００ミクロンである。Ｄ５０は、ＩＳＯ　１３３２０：２００９（ｅｎ）におい
てｘ５０として表される。レーザー回折は、分散された粒状試料の分析装置をレーザー光
が通過するときに散乱される光の強さの角変化を測定することによって粒度分布を測定し
、粒径は体積相当球径として報告される。Ｄ５０を計算する記述は、Ｂａｒｂｅｒ　ｅｔ
　ａｌ，Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ，３（２），１５３－１６１（１９９８）（その内容を参照によって本明細書
に組み入れるものとする）において提供される。
【００７４】
　組成物は、１０ミクロン～４０ミクロンのＤ５０粒径を有する１種以上の顔料を含んで
もよい。１種以上の顔料は、溶解されない形態で組成物中に存在していてもよい。固体組
成物は、４０％～６０％又は４５％～５５％の１種以上の顔料を含んでもよい。毛髪に塗
布される組成物は、０．０１％～２５％若しくは０．１％～２０％の１種以上の顔料、又
は１％～１５％若しくは４％～１０％の１種以上の顔料を含んでもよい。
【００７５】
　１種以上の顔料は、組成物に事実上不溶性である着色剤であってもよく、無機系であっ
ても有機系であってもよい。無機－有機混合顔料も可能性がある。組成物は、１種以上の
無機顔料を含んでもよい。無機顔料の利点は、光、天候及び温度に対するそれらの優れた
耐性である。１種以上の無機顔料は、天然由来であってもよく、例えば、チョーク、オー
カー、アンバー、緑土、バーントシエンナ、及び黒鉛からなる群から選択される材料から
得られる。
【００７６】
　１種以上の顔料は、例えば、二酸化チタン又は酸化亜鉛などの１種以上の白色顔料であ
ってもよく、又は例えば、酸化鉄黒などの１種以上の黒色顔料であってもよく、又は例え
ば、群青又は酸化鉄赤、光沢顔料、金属効果顔料、真珠箔顔料、及び蛍光又は燐光顔料な
どの１種以上の着色顔料であってもよい。１種以上の顔料は、１種以上の着色非白色顔料
であってもよい。１種以上の顔料は、金属酸化物、水酸化物及び酸化物水和物、混合相顔
料、硫黄含有ケイ酸塩、金属硫化物、複合金属シアン化物、金属硫酸塩、クロム酸塩及び
モリブデン酸塩、及び金属自体（ブロンズ顔料）からなる群から選択されてもよい。１種
以上の顔料は、二酸化チタン（ＣＩ　７７８９１）、黒色酸化鉄（ＣＩ　７７４９９）、
黄色酸化鉄（ＣＩ　７７４９２）、赤色及び褐色酸化鉄（ＣＩ　７７４９１）、マンガン
バイオレット（ＣＩ　７７７４２）、群青（スルホケイ酸アルミニウムナトリウム、ＣＩ
　７７００７、顔料ブルー２９）、酸化クロム水和物（ＣＩ　７７２８９）、プルシアン
ブルー（フェロシアン化第二鉄、ＣＩ　７７５１０）、カルミン（コチニール）、及びそ
れらの組合せからなる群から選択されてもよい。
【００７７】
　１種以上の顔料は、例えば二酸化チタン又はオキシ塩化ビスマスなどの金属酸化物又は
金属オキシ塩化物でコートされる、及び任意選択的に、例えば鉄酸化物、プルシアンブル
ー、ウルトラマリン、及びカルミンなどのさらなる色付与物質でコートされるマイカをベ
ースとした１種以上の真珠光沢及び着色顔料であってもよい。顔料によって示される色は
、層の厚さを変えることによって調節され得る。このような顔料は、例えば、全てがＭｅ
ｒｃｋ，Ｄａｒｍｓｔａｄｔ，Ｇｅｒｍａｎｙから入手可能である商品名Ｒｏｎａ（登録
商標）、Ｃｏｌｏｒｏｎａ（登録商標）、Ｄｉｃｈｒｏｎａ（登録商標）、ＲｏｎａＦｌ
ａｉｒ（登録商標）、Ｒｏｎａｓｔａｒ（登録商標）、Ｘｉｒｏｎａ（登録商標）及びＴ
ｉｍｉｒｏｎ（登録商標）として販売されている。例えば、Ｘｉｒｏｎａ（登録商標）は
、視角に応じて色変化効果を示すカラートラベル顔料の銘柄であり、二酸化チタン（Ｔｉ
Ｏ２）の様々な層でコートされた天然マイカ、シリカ（ＳｉＯ２）又はホウケイ酸アルミ
ニウムカルシウムフレークのいずれかをベースとしている。
【００７８】
　Ｋｏｂｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．（３４７４　Ｓｏ．Ｃｌｉｎｔｏｎ　Ａｖｅ．
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，Ｓｏ．Ｐｌａｉｎｆｉｅｌｄ，ＵＳＡ）製の製品ＫＴＺ（登録商標）からの顔料、特に
Ｋｏｂｏ製の表面処理済みＫＴＺ（登録商標）真珠箔顔料もここで有用である。特に有用
であるのは、５～２５ミクロンのＤ５０粒径を有するＫＴＺ（登録商標）ＦＩＮＥ　ＷＨ
ＩＴＥ（マイカとＴｉＯ２）及びまたＫＴＺ（登録商標）ＣＥＬＥＳＴＩＡＬ　ＬＵＳＴ
ＥＲ（マイカとＴｉＯ２、１０～６０ミクロン）並びにＫＴＺ（登録商標）ＣＬＡＳＳＩ
Ｃ　ＷＨＩＴＥ（マイカとＴｉＯ２、１０～６０ミクロン）である。同じく有用であるの
は、二酸化チタン、フェロシアン化第二鉄及び少量の酸化スズでコートされた合成フッ素
金雲母のプレートレットを含む青色粉末である、Ｅｃｋａｒｔ　Ｅｆｆｅｃｔ　Ｐｉｇｍ
ｅｎｔｓ製のＳｙｎＣｒｙｓｔａｌ　Ｓａｐｐｈｉｒｅである。同じく有用であるのは、
二酸化チタン及び鉄酸化物でコートされた、合成フッ素金雲母のプレートレットから構成
される、銅反射色を有するベージュ色粉末である同じくＥｃｋａｒｔ製のＳＹＮＣＲＹＳ
ＴＡＬ　Ａｌｍｏｎｄである。ＢＡＳＦ製のＤｕｏｃｒｏｍｅ（登録商標）ＲＶ５２４Ｃ
も有用であり、それは、マイカ、二酸化チタン及びカルミンのその組成のために光沢のあ
る赤色粉末並びに紫色反射粉末によって二色外観を提供する。
【００７９】
　１種以上の顔料は、１種以上の有機顔料であってもよい。１種以上の有機顔料は、天然
顔料セピア、ガンボージ、骨炭、キャッセルブラウン、インジゴ、クロロフィル及び他の
植物顔料からなる群から選択されてもよい。１種以上の有機顔料は、アゾ顔料、アントラ
キノイド、インジゴイド、ジオキサジン、キナクリドン、フタロシアニン、イソインドリ
ノン、ペリレン及びペリノン、金属錯体、アルカリブルー、ジケトピロロピロール顔料、
及びそれらの組合せからなる群から選択される１種以上の合成有機顔料であってもよい。
【００８０】
　１種以上の顔料は、酸化鉄、二酸化チタン、マイカ、ホウケイ酸塩、及びそれらの組合
せからなる群から選択されてもよい。１種以上の顔料は、酸化鉄（Ｆｅ２Ｏ３）顔料を含
んでもよい。１種以上の顔料は、マイカと二酸化チタンとの組合せを含んでもよい。
【００８１】
＜着色材料＞
　組成物は１種以上の着色材料を含む。１種以上の着色材料は、粒状形態であってもよい
。１種以上の着色材料は、着色繊維、着色ビーズ、着色粒子、例えばナノ粒子、共有結合
した染料を含む着色ポリマー、液晶、回折特性を有する粒子、紫外線吸収剤及び光防護物
質、感圧性又は感光性顔料、及びそれらの組合せからなる群から選択されてもよい。
【００８２】
　１種以上の着色材料は、サーモクロミズム、フォトクロミズム、水素クロミズム、磁気
クロミズム、エレクトロクロミズム、ピエゾクロミズム、ケミクロミズム、メカノオプテ
ィクスからなる群から選択される機構によって色を変化させることができてもよい。適し
た材料には、３Ｄ磁気顔料、グローダスト、蛍光顔料、サーモダスト、カメレオン顔料及
びＳｏｌａｒ　Ｃｏｌｏｒ　Ｄｕｓｔ（ｈｔｔｐ：／／ｓｏｌａｒｃｏｌｏｒｄｕｓｔ．
ｃｏｍ／）製の他の変色材料が含まれる。
【００８３】
　組成物は、１種以上の光防護物質を含んでもよい。毛髪に塗布される組成物は、１種以
上の光防護物質を０．０１～１０％、又は０．１～５％、又は０．２～２％含んでもよい
。有用な光防護物質は、欧州特許出願公開第１０８４６９６Ａ１号明細書の§００３６～
§００５３（その内容を参照によって本明細書に組み入れるものとする）に明記されてい
る。１種以上の光防護物質は、２－エチルヘキシル４－メトキシ－シンナメート、メチル
メトキシシンナメート、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸
、ポリエトキシル化ｐ－アミノベンゾエート、ジ－ブチル－ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ
）、及びそれらの混合物からなる群から選択されてもよい。
【００８４】
　毛髪に塗布される組成物は、１種以上の粒状物質を０．０１％～１０％又は０．０５％
～５％含んでもよい。１種以上の粒状物質は、室温（２３℃）で固体であり且つ粒子の形
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態である物質であってもよい。１種以上の粒状物質は、シリカ、ケイ酸塩、アルミン酸塩
、粘土土類、マイカ、及び不溶性塩からなる群から選択されてもよい。１種以上の粒状物
質は、不溶性無機金属塩、金属酸化物、鉱物及び不溶性ポリマー粒子からなる群から選択
されてもよい。１種以上の粒状物質は二酸化チタンであってもよい。
【００８５】
　１種以上の粒状物質は、溶解されていないか又は安定して分散された形態で組成物中に
存在していてもよく、毛髪に塗布して溶剤を蒸発させた後、固体形態で毛髪上に堆積する
ことができる。
【００８６】
　１種以上の粒状物質は、シリカ（シリカゲル、二酸化ケイ素）及び金属塩、特に無機金
属塩からなる群から選択されてもよい。１種以上の粒状物質はシリカであってもよい。１
種以上の粒状物質は、アルカリ金属又はアルカリ土類金属ハロゲン化物、例えば塩化ナト
リウム又は塩化カリウム、アルカリ金属又はアルカリ土類金属硫酸塩、例えば硫酸ナトリ
ウム又は硫酸マグネシウムなどの金属塩からなる群から選択されてもよい。
【００８７】
＜防腐剤＞
　組成物は、少なくとも１つの防腐剤及び／又は防腐剤の混合物を含んでもよい。防腐剤
及び／又は防腐剤の混合物はグラム陰性細菌、黄色ブドウ球菌及びカンジダアルビカンス
に対して活性であってもよい。組成物は、２－フェノキシエタノール及び／又はフェニル
メタノールを含んでもよい。組成物は、２－フェノキシエタノールを含んでもよい。組成
物は、防腐剤を０．０１％～５％、又は防腐剤０．１％～２％、又は０．５％～１．５％
含んでもよい。防腐剤は、ベンジルアルコール、フェノキシエタノール、及びそれらの混
合物からなる群から選択されてもよい。組成物は、少なくとも１つの防腐剤を含んでもよ
く、防腐剤は、ベンジルアルコール及びフェノキシエタノールからなる群から選択されて
もよく、又は防腐剤はベンジルアルコールとフェノキシエタノールとの混合物であっても
よい。
【００８８】
　組成物は、パラヒドロキシ安息香酸のエステルを実質的に含有しなくてもよい。パラヒ
ドロキシ安息香酸のエステルはパラベンとして一般的に公知である。パラベンは一部の消
費者には好ましくない。組成物はイソチアゾリノン化合物を実質的に含有しなくてもよい
。組成物はベンゾエート化合物を実質的に含有しなくてもよい。ベンゾエート化合物は、
組成物の不安定度及び／又は沈殿の可能性のために好ましくない。組成物は１，３－ビス
（ヒドロキシメチル）－５，５－ジメチルイミダゾリジン－２，４－ジオンを実質的に含
有しなくてもよい。
【００８９】
　組成物は防腐剤を実質的に含有しなくてもよい。
【００９０】
＜香料＞
　組成物は、１種以上の香料を含んでもよい。組成物は、１種以上の香料を０．００１％
～２％含んでもよい。１種以上の顔料及び／又は１種以上の着色材料が芳香コーティング
を有してもよい。また、１種以上の香料は、封入された香料、すなわちマイクロカプセル
内に提供される香料によって提供されてもよい。
【００９１】
　マイクロカプセルは、摩擦によって引き起こされる放出技術を特徴としてもよく、すな
わちマイクロカプセルの内容物は、マイクロカプセルを摩擦に供したときに放出される。
前記摩擦は、本発明による組成物を毛髪上に吸収する処置又は組成物が塗布された後に毛
髪を梳く処置であり得る。マイクロカプセルは脆いマイクロカプセルであってもよい。脆
いマイクロカプセルは、外殻が破裂されるときにコア材を放出するように構成される。マ
イクロカプセルは、合成ポリマー材料から製造される殻を含んでもよい。マイクロカプセ
ルは、コア材とコア材を囲む殻とを含んでもよく、ここで、殻は、アミノアルキルアクリ
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レート、アルキルアミノアルキルアクリレート、ジアルキルアミノアルキルアクリレート
、アミノアルキルメタクリレート、アルキルアミノアミノアルキルメタクリレート、ジア
ルキルアミノアルキルメタクリレート、第三ブチルアミノエチルメタクリレート、ジエチ
ルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジプロピルアミ
ノエチルメタクリレート、及びそれらの混合物からなる群から選択される複数のアミンモ
ノマーと、複数の多官能性モノマー又は多官能性オリゴマーとを含む。
【００９２】
　殻は、ポリアクリレート材料、例えばポリアクリレートランダムコポリマーを含んでも
よく、好ましくはそれからなってもよい。マイクロカプセルは湿分による放出技術を特徴
としてもよく、すなわちマイクロカプセルの内容物は湿分と接触したときに放出される。
マイクロカプセルは、環状オリゴ糖類を含んでもよく、又はマイクロカプセル母材若しく
は殻は環状オリゴ糖類から製造される。「環状オリゴ糖類」は、６つ以上の糖質単位を含
む環状構造を意味する。環状オリゴ糖類は、６、７、又は８つの糖質単位又はそれらの組
合せを有してもよい。６、７、及び８員環環状オリゴ糖類をそれぞれα、β、及びγと呼
ぶことは当技術分野において一般的である。環状オリゴ糖類は、シクロデキストリン：メ
チル－α－シクロデキストリン、メチル－β－シクロデキストリン、ヒドロキシプロピル
－α－シクロデキストリン、ヒドロキシプロピル－β－シクロデキストリン、及びそれら
の混合物から選択されてもよい。シクロデキストリンは粒子の形態であってもよい。また
、シクロデキストリンは噴霧乾燥されてもよい。
【００９３】
　１種以上の香料は、動物芳香性物質であっても植物芳香性物質であってもよい。動物芳
香性物質は、ムスク油、シベット、カストリウム、アンバーグリス、及びそれらの混合物
からなる群から選択されてもよい。植物芳香性物質は、ナツメグ抽出物、カードモン抽出
物、ジンジャー抽出物、シナモン抽出物、パッチュリ油、ゼラニウム油、オレンジ油、マ
ンダリン油、オレンジの花抽出物、シーダー材、ベチバー、ラバンジン、イラン抽出物、
チュベローズ抽出物、ビャクダン油、ベルガモット油、ロスマリン油、スペアミント油、
ハッカ油、レモン油、ラベンダー油、シトロネラ油、カモミール油、チョウジ油、セージ
油、ネロリ油、ラダナム油、ユーカリ油、バーベナ油、ミモザ抽出物、スイセン抽出物、
ニンジン種抽出物、ジャスミン抽出物、オリバナム抽出物、ローズ抽出部、及びそれらの
混合物からなる群から選択されてもよい。
【００９４】
　１種以上の香料は、アセトフェノン、アドキサール、アルデヒドＣ－１２、アルデヒド
Ｃ－１４、アルデヒドＣ－１８、アリルカプリレート、アンブロキサン、アミルアセテー
ト、ジメチルインダン誘導体、α－アミルシンナムアルデヒド、アネトール、アニスアル
デヒド、ベンズアルデヒド、ベンジルアセテート、ベンジルアルコール及びエステル誘導
体、ベンジルプロピオネート、ベンジルサリチレート、ボルネオール、ブチルアセテート
、樟脳、カルビトール、シンナムアルデヒド、シンナミルアセテート、シンナミルアルコ
ール、シス－３－ヘキサノール及びエステル誘導体、シス－３－ヘキセニルメチルカーボ
ネート、シトラール、シトロネロール及びエステル誘導体、クミンアルデヒド、シクラメ
ンアルデヒド、シクロガルバネート、ダマスコン、デカラクトン、デカノール、エストラ
ゴール、ジヒドロミルセノール、ジメチルベンジルカルビノール、６，８－ジメチル－２
－ノナノール、ジメチルベンジルカルビニルブチラート、エチルアセテート、エチルイソ
ブチレート、エチルブチレート、エチルプロピオネート、エチルカプリレート、エチルシ
ンナメート、エチルヘキサノエート、エチルバレレート、エチルバニリン、オイゲノール
、エキサルトリド、フェンコン、フルーツエステル、例えばエチル２－メチルブチレート
、ガラクソリド、ゲラニオール及びエステル誘導体、ヘリオナール、２－ヘプトノン、ヘ
キセノール、α－ヘキシルシンナムアルデヒド、ヒドロキシシトロルネラル、インドール
、イソアミルアセテート、イソオイゲノールアセテート、イオノン、イソオイゲノール、
イソアミルイソ－バレレート、イソＥスーパー、リモネン、リナロオール、リリアール、
リナリルアセテート、リラール、マジャントール、マイオール、メロナール、メントール
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、ｐ－メチルアセトフェノン、アントラニル酸メチル、メチルセドリロン、ジヒドロジャ
スモン酸メチル、メチルオイゲノール、メチルイオノン、メチル－α－ナフチルケトン、
メチルフェニルカルビニルアセテート、ムゲタノール、γ－ノナラクトン、オクタナール
、フェニルエチルアセテート、フェニル－アセトアルデヒドジメチルアセテート、フェノ
キシエチルイソブチレート、フェニルエチルアルコール、ピネン、サンダローア、サンタ
ロール、ステモン、チモール、テルペン、トリプラール、トリエチルシトレート、３，３
，５－トリメチルシクロヘキサノール、γ－ウンデカラクトン、ウンデセナール、バニリ
ン、ベロウトン、ベルドックス、及びそれらの混合物からなる群から選択されてもよい。
【００９５】
＜毛髪着色剤＞
　組成物は、毛髪着色剤をさらに含んでもよい。毛髪着色剤は直接染料であってもよい。
組成物は、０．００１％～４％、又は０．００５％～３％、又は０．０１％～２％の総量
の直接染料を含んでもよい。直接染料の存在及びその比率は、着色／染色を提供すること
ができる又は特に強度に関して強化することができる点において有用であり得る。
【００９６】
　直接染料は、青色を提供するためのニトロ染料、赤色を提供するためのニトロ染料、黄
色を提供するためのニトロ染料、キノン染料、塩基性染料、天然アゾ染料、酸性染料、及
びそれらの混合物からなる群から選択されてもよい。直接染料は、青色を提供するための
ニトロ染料であってもよい。直接染料は、赤色を提供するためのニトロ染料であってもよ
い。直接染料は、黄色を提供するためのニトロ染料であってもよい。直接染料は、キノン
染料であってもよい。直接染料は、塩基性染料であってもよい。直接染料は、天然アゾ染
料であってもよい。直接染料は酸性染料であってもよい。直接染料は、酸性染料、例えば
アシッドイエロー１、アシッドオレンジ３、アシッドブラック１、アシッドブラック５２
、アシッドオレンジ７、アシッドレッド３３、アシッドイエロー２３、アシッドブルー９
、アシッドバイオレット４３、アシッドブルー１６、アシッドブルー６２、アシッドブル
ー２５、アシッドレッド４、塩基性染料、例えばベーシックブラウン１７、ベーシックレ
ッド１１８、ベーシックオレンジ６９、ベーシックレッド７６、ベーシックブラウン１６
、ベーシックイエロー５７、ベーシックバイオレット１４、ベーシックブルー７、ベーシ
ックブルー２６、ベーシックレッド２、ベーシックブルー９９、ベーシックイエロー２９
、ベーシックレッド５１、ベーシックオレンジ３１、ベーシックイエロー８７、４－（３
－（４－アミノ－９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－１－イルアミ
ノ）プロピル）－４－メチルモルホリン－４－イウム－メチルサルフェート、（Ｅ）－１
－（２－（４－（４，５－ジメチルチアゾル－２－イル）ジアゼニル）フェニル）（エチ
ル）アミノ）エチル）－３－メチル－１Ｈ－イミダゾル－３－イウムクロリド、（Ｅ）－
４－（２－（４－（ジメチルアミノ）フェニル）ジアゼニル）－１－メチル－１Ｈ－イミ
ダゾル－３－イウム－３－イル）ブタン－１－スルホネート、（Ｅ）－４－（４－（２－
メチル－２－フェニルヒドラゾノ）メチル）ピリジニウム－１－イル）ブタン－１－スル
ホネート、Ｎ，Ｎ－ジメチル－３－（４－（メチルアミノ）－９，１０－ジオキソ－４ａ
，９，９ａ，１０－テトラヒドロアントラセン－１－イルアミノ）－Ｎ－プロピルプロパ
ン－１－アミニウム（aminium）ブロミド、分散染料、例えばディスパースレッド１７、
ディスパースバイオレット１、ディスパースレッド１５、ディスパースバイオレット１、
ディスパースブラック９、ディスパースブルー３、ディスパースブルー２３、ディスパー
スブルー３７７、ニトロ染料、例えば１－（２－（４－ニトロフェニルアミノ）エチル）
尿素、２－（４－メチル－２－ニトロフェニルアミノ）エタノール、４－ニトロベンゼン
－１，２－ジアミン、２－ニトロベンゼン－１，４－ジアミン、ピクラミン酸、ＨＣレッ
ドＮｏ．１３、２，２’－（２－ニトロ－１，４－フェニレン）ビス（アザネジイル）ジ
エタノール、ＨＣイエローＮｏ．５、ＨＣレッドＮｏ．７、ＨＣブルーＮｏ．２、ＨＣイ
エローＮｏ．４、ＨＣイエローＮｏ．２、ＨＣオレンジＮｏ．１、ＨＣレッドＮｏ．１、
２－（４－アミノ－２－クロロ－５－ニトロフェニルアミノ）エタノール、ＨＣレッドＮ
ｏ．３、４－アミノ－３－ニトロフェノール、４－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－３
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－ニトロフェノール、２－アミノ－３－ニトロフェノール、２－（３－（メチルアミノ）
－４－ニトロフェノキシ）エタノール、３－（３－アミノ－４－ニトロビフェニル）プロ
パン－１，２－ジオール、ＨＣイエローＮｏ．１１、ＨＣバイオレットＮｏ．１、ＨＣオ
レンジＮｏ．２、ＨＣオレンジＮｏ．３、ＨＣイエローＮｏ．９、ＨＣレッドＮｏ．１０
、ＨＣレッドＮｏ．１１、２－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－４，６－ジニトロフェ
ノール、ＨＣブルーＮｏ．１２、ＨＣイエローＮｏ．６、ＨＣイエローＮｏ．１２、ＨＣ
ブルーＮｏ．１０、ＨＣイエローＮｏ．７、ＨＣイエローＮｏ．１０、ＨＣブルーＮｏ．
９、２－クロロ－６－（エチルアミノ）－４－ニトロフェノール、６－ニトロピリジン－
２，５－ジアミン、ＨＣバイオレットＮｏ．２、２－アミノ－６－クロロ－４－ニトロフ
ェノール、４－（３－ヒドロキシプロピルアミノ）－３－ニトロフェノール、ＨＣイエロ
ーＮｏ．１３、６－ニトロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノキサリン、ＨＣレッドＮ
ｏ．１４、ＨＣイエローＮｏ．１５、ＨＣイエローＮｏ．１４、Ｎ２－メチル－６－ニト
ロピリジン－２，５－ジアミン、Ｎ１－アリル－２－ニトロベンゼン－１，４－ジアミン
、ＨＣレッドＮｏ．８、ＨＣグリーンＮｏ．１、ＨＣブルーＮｏ．１４、及び天然染料、
例えばアナトー、アントシアニン、ビートルート、カロテン、カプサンシン、リコペン、
クロロフィル、ヘンナ、インジゴ、コチニールからなる群から選択されてもよい。
【００９７】
＜第１の態様の組成物の他の特徴＞
　組成物は、１種以上のラジカルスカベンジャーを含んでもよく、それは、毛髪への損傷
を低減させるために十分な量で存在していてもよい。１種以上のラジカルスカベンジャー
は、有利には、それがアルカリ化剤ではないように選択されてもよい。１種以上のラジカ
ルスカベンジャーは、アルカノールアミン、アミノ糖、アミノ酸、及びそれらの混合物か
らなる群から選択されてもよい。
【００９８】
　１種以上のラジカルスカベンジャーは、モノエタノールアミン、３－アミノ－１－プロ
パノール、４－アミノ－１－ブタノール、５－アミノ－１－ペンタノール、１－アミノ－
２－プロパノール、１－アミノ－２－ブタノール、１－アミノ－２－ペンタノール、１－
アミノ－３－ペンタノール、１－アミノ－４－ペンタノール、３－アミノ－２－メチルプ
ロパン－１－オール、１－アミノ－２－メチルプロパン－２－オール、３－アミノプロパ
ン－１，２－ジオール、グルコサミン、Ｎ－アセチルグルコサミン、グリシン、アルギニ
ン、リシン、プロリン、グルタミン、ヒスチジン、セリン、トリプトファン、及び上記の
もののカリウム、ナトリウム及びアンモニウム塩、並びにそれらの混合物からなる群から
選択されてもよい。１種以上のラジカルスカベンジャーは、ベンジルアミン、グルタミン
酸、イミダゾール、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキシトルエン、ヒドロキノン、カテコー
ル、及びそれらの混合物からなる群から選択されてもよい。組成物はラジカルスカベンジ
ャーを実質的に含有しなくてもよい。
【００９９】
　組成物は、キレート剤を含んでもよい。組成物は、組成物の成分と相互作用するために
利用可能な金属の量を低減するために十分な量でキレート剤を含んでもよい。キレート剤
は、キレーター及びキレート化剤としても知られている。キレート剤は、ジアミン－Ｎ，
Ｎ’－ジポリ酸、モノアミンモノアミド－Ｎ，Ｎ’－ジポリ酸、及びＮ，Ｎ’－ビス（２
－ヒドロキシベンジル）エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－二酢酸キレート剤（例えばＥＤＤ
Ｓ（エチレンジアミンジコハク酸））、カルボン酸（例えばアミノカルボン酸）、ホスホ
ン酸（例えばアミノホスホン酸）、ポリ燐酸（特に直鎖ポリ燐酸）、塩及びそれらの誘導
体、並びにそれらの混合物からなる群から選択されてもよい。キレート剤はエチレンジア
ミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はエディトロン酸であってもよい。キレート剤はヒ
スチジンであってもよい。
【０１００】
　組成物は過硫酸塩を実質的に含有しなくてもよい。方法は、毛髪を脱色する工程を包含
又は含まなくてもよい。
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【０１０１】
＜第１の態様の典型的な実施形態＞
　毛髪化粧品を調製するための固体組成物が提供され、それは、
　（ａ）アミノ側鎖を含み且つ１０，０００ダルトン～６０，０００ダルトンの重量平均
分子量を有するアミノシリコーンポリマーと、
　（ｂ）ＭＱ樹脂であるシリコーン樹脂と、
　（ｃ）水溶性多価アルコールのエーテルと、
　（ｄ）１種以上の顔料と、
　（ｅ）増粘系であって、
　・親水性及び非イオン性ポリマーであり且つ７００，０００ダルトン～３，０００，０
００ダルトンの重量平均分子量を有する堆積促進剤と、
　・少なくとも１０，０００ダルトンの重量平均分子量を有し且つカチオン性増粘ポリマ
ーであるか又は非イオン性増粘ポリマーである増粘ポリマーと
を含む増粘系と
を含む。
【０１０２】
　組成物は、組成物がｐＨ５及び２３℃の水溶液中にあるとき、組成物の任意の成分の沈
殿を引き起こす化合物を実質的に含有しなくてもよい。
【０１０３】
　組成物は、５ミクロン～６０ミクロンの平均Ｄ５０粒径を有する１種以上の顔料を含ん
でもよく、組成物は、シリカである粒状物質を含んでもよい。
【０１０４】
　毛髪化粧品を調製するための固体組成物が提供されてもよく、それは、
　（ａ）アミノ側鎖を含み且つ１０，０００ダルトン～６０，０００ダルトンの重量平均
分子量を有するアミノシリコーンポリマーと、
　（ｂ）ＭＱ樹脂であるシリコーン樹脂と、
　（ｃ）水溶性多価アルコールのエーテルと、
　（ｄ）１種以上の顔料と、
　（ｅ）増粘系であって、
　・親水性及び非イオン性ポリマーであり且つ７００，０００ダルトン～３，０００，０
００ダルトンの重量平均分子量を有する堆積促進剤と、
　・少なくとも１０，０００ダルトンの重量平均分子量を有し且つカチオン性増粘ポリマ
ーであるか又は非イオン性増粘ポリマーである増粘ポリマーと
を含む増粘系と
を含んでもよく、この組成物は、組成物がｐＨ５及び２３℃の水溶液中にあるとき、組成
物の任意の成分の沈殿を引き起こす化合物を実質的に含有しなくてもよく、この組成物は
、
　５ミクロン～６０ミクロンの平均Ｄ５０粒径を有する１種以上の顔料と、
　任意選択的に、香料及び防腐剤からなる群から選択されるさらなる化合物と
を含んでもよい。
【０１０５】
　毛髪化粧品を調製するための固体組成物が提供されてもよく、それは、
　（ａ）１６％～４３％の、アミノ側鎖を含み且つ１０，０００ダルトン～６０，０００
ダルトンの重量平均分子量を有するアミノシリコーンポリマーと、
　（ｂ）２．０％～７％の、ＭＱ樹脂であるシリコーン樹脂と、
　（ｃ）１０％～２０％の、水溶性多価アルコールのエーテルと、
　（ｄ）４０％～４５％の１種以上の顔料と、
　（ｅ）５％～１２％の増粘系であって、
　・親水性及び非イオン性ポリマーであり且つ７００，０００ダルトン～３，０００，０
００ダルトンの重量平均分子量を有する堆積促進剤と、
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　・少なくとも１０，０００ダルトンの重量平均分子量を有し且つカチオン性増粘ポリマ
ーであるか又は非イオン性増粘ポリマーである増粘ポリマーと
を含む増粘系と
を含んでもよく、この組成物は、５ミクロン～６０ミクロンの平均Ｄ５０粒径を有する１
種以上の顔料を含んでもよい。
【０１０６】
＜第２の態様＞
　第２の態様は、１種以上の顔料又は１種以上の着色材料を含むフィルムをケラチン繊維
上に提供するための方法に関し、方法は、本明細書において上記された組成物を水溶液と
してケラチン繊維上に塗布する工程と、ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又はそれ
らを乾燥させる工程とを含む。
【０１０７】
　方法は、本明細書において上記された組成物を他の材料と混合して、毛髪に塗布される
組成物、例えば本明細書において上記された組成物の水溶液を形成する工程を含んでもよ
い。
【０１０８】
　方法は、本明細書において上記された組成物を溶剤と混合する工程を含んでもよい。溶
剤は、化粧用に許容できるキャリアであってもよい。溶剤は水であってもよい。水は、構
成要素の親水性部分が相互作用することができる、親水性相を提供するために有用である
。また、水は流体相をもたらし、それは組成物が液体形態であることができ、したがって
他の流体と容易に混合され得ることを意味するために有用である。毛髪に塗布される組成
物は、４０％～９０％、又は５０％～８５％、又は５５％～８０％の水を含んでもよい。
溶剤は水を含んでもよく、毛髪に塗布される組成物は、５０％～８５％の水を含んでもよ
い。毛髪に塗布される組成物は、少なくとも１０％の水を含む水性、アルコール性又は水
性－アルコール性組成物であってもよい。
【０１０９】
　毛髪に塗布される組成物は、さらなる水と混和性又は水溶性溶剤とを含んでもよい。毛
髪に塗布される組成物は、少なくとも１つのＣ１～Ｃ５アルキル一価アルコール、又は少
なくとも１つのＣ２～Ｃ３アルキルアルコールを含んでもよい。毛髪に塗布される組成物
は、エタノール及び／又はイソプロパノールを含んでもよい。毛髪に塗布される組成物は
、補助溶剤を含んでもよい。補助溶剤は、化粧用に許容できる有機溶剤又は４００℃未満
の沸点を有する溶剤の混合物であってもよい。毛髪に塗布される組成物は、０．１％～１
５％の補助溶剤又は１％～１０％の補助溶剤を含んでもよい。補助溶剤は、枝なし又は分
枝炭化水素、例えばペンタン、ヘキサン、イソペンタン、環状炭化水素、例えばシクロペ
ンタン及びシクロヘキサンからなる群から選択されてもよい。毛髪に塗布される組成物は
、グリセロール、エチレングリコール、プロピレングリコール、又はそれらの混合物を含
んでもよい。
【０１１０】
　毛髪に塗布される組成物は、凍結防止剤を含んでもよい。凍結防止剤は、毛髪に塗布さ
れる組成物の凝固点を低くするが故に毛髪に塗布される組成物が凍結するのを防ぎ、それ
は凍結及び／又はその後の解凍のあらゆる望ましくない副作用を防ぐことができるという
利点を有する。凍結防止剤は、揮発性アルコール、例えば１～８個の炭素原子を有する、
水に混和性である揮発性アルコールであってもよい。毛髪に塗布される組成物は、１～８
個の炭素原子を有してもよく且つ水に混和性である揮発性アルコールを０．５％～３０％
含んでもよい。水への混和性は、溶剤として水を使用する利点の観点から有用である。
【０１１１】
　毛髪に塗布される組成物のｐＨは、３．０～１１．０、又は３．５～８．０、又は３．
５～５．５、又は４．０～５．０であってもよい。ｐＨは、毛髪に塗布される組成物の化
粧品相溶性及び安定性を確実にするのに有用であり得る。例えば、非常に高い又は非常に
低いｐＨは、成分を沈殿させることがあり、それは望ましくない残留物を毛髪上にもたら
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すことがあり得る。
【０１１２】
　毛髪に塗布される組成物は、ｐＨ調節剤及び／又は緩衝剤を含んでもよい。量は、組成
物のｐＨを調節するために十分に効果的であり得る。ここで使用するための適したｐＨ調
節剤及び／又は緩衝剤には、限定されないが、アンモニア、アルカノールアミン、例えば
モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、モノプロパノール
アミン、ジプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、２
－アミノ－２－メチル－１－プロパノール、及び２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１
，３，－プロパンジオール及びグアニジウム塩、アルカリ金属及びアンモニウム水酸化物
及び炭酸塩、例えば水酸化ナトリウム、ケイ酸ナトリウム、メタケイ酸ナトリウム及び炭
酸アンモニウム、及び弱酸性物質、例えば無機及び無機酸、例えば、燐酸、酢酸、アスコ
ルビン酸、クエン酸又は酒石酸、塩酸、及びそれらの混合物が含まれる。
【０１１３】
　毛髪に塗布される組成物は、３０ｍＰａ・ｓ～１０００ｍＰａ・ｓの粘度を有してもよ
い。粘度は、１２．９ｓ－１の剪断速度でＤＩＮ　５３０１９に従って冷却／加熱容器及
びセンサーシステムを有するＨＡＡＫＥ回転粘度計ＶＴ５５０を使用して２３℃で測定さ
れる。毛髪に塗布される組成物は、１００ｍＰａ・ｓ～５００ｍＰａ・ｓ、又は１５０ｍ
Ｐａ・ｓ～４５０ｍＰａ・ｓ、又は２００ｍＰａ・ｓ～４００ｍＰａ・ｓ、又は２５０ｍ
Ｐａ・ｓ～３５０ｍＰａ・ｓの粘度を有してもよい。毛髪に塗布される組成物は、１００
ｍＰａ・ｓ～２００ｍＰａ・ｓの粘度を有してもよい。粘度範囲は、組成物が衣服及び／
又は周囲の材料上に滴り落ちるのを防ぐのに役立つという観点から有用である。さらに、
粘度が非常に高いとき、毛髪に塗布される組成物を容易に混合することができない。
【０１１４】
　毛髪に塗布される組成物は、２３℃及び１％歪で１Ｈｚの角周波数で２未満のｔａｎδ
を有してもよい。ｔａｎδ（ｔａｎデルタ、ｔａｎ［δ］、損失正接、誘電損率としても
知られる）は、粘性弾性率（Ｇ’’）対弾性率（Ｇ’）の比であり、流体中の弾性の存在
及び程度の量記号である。ｔａｎδを計算する方法は、以下に示される。
　　Ｇ’＝貯蔵弾性率
　　Ｇ’’＝損失弾性率
　　ｔａｎδ＝誘電損率
【０１１５】
【数１】

【０１１６】
　ｔａｎδを計算するための装置及び手順に関するさらなる情報は、以下の実験の節に見
出すことができる。毛髪に塗布される組成物は、２３℃及び１％歪で１Ｈｚの角周波数で
０．６～２のｔａｎδを有してもよい。組成物は、２３℃及び１％歪で１Ｈｚの角周波数
で０．６～１．５又は０．６～１．０のｔａｎδを有してもよい。
【０１１７】
　方法は、ブロー乾燥機、加熱アイロン、加熱フード、及びそれらの組合せからなる群か
ら選択されるデバイスを使用してケラチン繊維を乾燥させる工程を含んでもよい。乾燥は
、ヘアドライヤー又は乾燥フードを使用して行われてもよい。乾燥は、２８℃～４０℃の
温度で行われてもよい。温度は、溶剤及び他の揮発性化合物の蒸発を促進し、したがって
優れたフィルム形成を可能にする点において有用である。方法は、ブロー乾燥機、加熱ア
イロン、加熱フード、及びそれらの組合せからなる群から選択されるデバイスを使用して
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【０１１８】
　方法は、本明細書において上記された組成物を水溶液としてケラチン繊維上に塗布する
工程と、ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又はそれらを乾燥させる工程と、次いで
、シリコーン樹脂を含む調合物をケラチン繊維上に塗布する工程と、ケラチン繊維を乾燥
するようにさせるか又はそれらを乾燥させる工程とを含んでもよい。組成物は、白色顔料
又は黒色顔料を含んでもよい。
【０１１９】
　方法は、本明細書において上記された第１の組成物を水溶液としてケラチン繊維上に塗
布する工程と、ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又はそれらを乾燥させる工程と、
次いで、本明細書において上記された第２の組成物を水溶液としてケラチン繊維上に塗布
する工程と、ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又はそれらを乾燥させる工程とを含
んでもよく、ここで、第１の組成物が第１の色を示す第１の顔料を含み、第２の組成物が
第２の色を示す第２の顔料を含む。第１の色は白色又は黒色であってもよい。第２の色は
白色でも黒色でもなくてよい。第１の顔料は、二酸化チタン又は炭素を含んでもよい。
【０１２０】
＜第３の態様＞
　第３の態様は、本明細書において上記された組成物、又は本明細書において上記された
複数の組成物（それぞれの組成物が異なる顔料又は着色材料を含む）と、アプリケーター
とを含むキットに関する。キットは、顔料及び／又は着色材料を含む調合物を含んでもよ
い。キットは、本明細書において上記された組成物とスポンジヘッドとを含むパッケージ
ングからなってもよく、ここで、組成物は顔料及び／又は着色材料を含む。キットは、第
１のコンパートメントと第２のコンパートメントとを含むマルチコンパートメントパッケ
ージを含んでもよく、ここで、第１のコンパートメントが本明細書において上記された組
成物を含み、第２のコンパートメントが顔料及び／又は着色材料を含む。
【０１２１】
　キットは、第１の顔料を含む本明細書において上記された第１の組成物と、第２の顔料
を含む本明細書において上記された第２の組成物とを含んでもよく、ここで、第１の顔料
と第２の顔料とが異なる色を示す。
【０１２２】
＜第４の態様＞
　第４の態様は、顔料及び／又は着色材料をケラチン繊維に塗布するための第３の態様に
よるキットの使用に関する。
【実施例】
【０１２３】
　以下の実施例は、本発明の範囲内にある実施形態を更に説明及び実証する。これらの実
施例は、単に説明の目的で与えられ、本発明の範囲から逸脱することなく多くの変更が可
能であるため、本発明を限定するものと解釈すべきではない。
【０１２４】
　本発明による組成物は固体形態である。以下の実施例は、毛髪に塗布される典型的な組
成物を提供する。
【０１２５】
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【表１】

【０１２６】
略語一覧：
１＝Ｗａｃｋｅｒ製、液体、ミクロエマルションであり、ポリ［３－（（２－アミノエチ
ル）アミノ）プロピル］メチル（ジメチル）シロキサン（ヒドロキシ末端）、オクタメチ
ルシクロテトラシロキサン、ＭＱ樹脂、エチレングリコールモノヘキシルエーテル及びジ
エチレングリコールモノブチルエーテルの水性混合物である；
２＝ＢＡＳＦ製のＳａｌｃａｒｅ（登録商標）ＳＣ　９６、油中のポリマー分散液、ＩＮ
ＣＩ名：ポリクオタニウム－３７（及び）プロピレングリコールジカプレートジカプリレ
ート（及び）ＰＰＧ－１トリデセス－６である；
３＝Ｄｏｗ製のＣｅｌｌｏｓｉｚｅ（商標）ＨＥＣ　ＱＰ　４４００；
４＝Ｋｅｌｃｏ製のＫｅｌｔｒｏｌ（登録商標）又はＨｅｒｋｕｌｅｓ製のＮａｔｒｏｓ
ｏｌ（登録商標）２５０　ＨＨＲ；
５＝Ｄｏｗ製のＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－６０Ｋは、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（
式中、ｎが整数であり、ｎが４５，０００の平均値を有する）を有し、重量平均分子量は
２，０００，０００ダルトンである；
６＝Ｄｏｗ製のＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－１２Ｋは、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（
式中、ｎが２３，０００の平均値を有する整数である）を有し、重量平均分子量は１，０
００，０００ダルトンである；
７＝Ｄｏｗ製のＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ－３０１は、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中
、ｎが９０，０００の平均値を有する整数である）を有し、重量平均分子量は４，０００
，０００ダルトンである；
８＝Ｄｏｗ製のＰＯＬＹＯＸ　Ｎ－７５０は、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎ
が７，０００の平均値を有する整数である）を有し、重量平均分子量は３００，０００ダ
ルトンである；
９＝Ｄｏｗ製のＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ－３０８は、式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中
、ｎが整数であり、ｎが１８０，０００の平均値を有する）を有し、８，０００，０００
ダルトンの重量平均分子量を有する；
＄＝Ｃ１１－１５　Ｐａｒｅｔｈ－９、これは合成Ｃ１１－１５脂肪アルコールと平均９
モルのエチレンオキシドとの混合物のポリエチレングリコールエーテルである。
＊＝２－フェノキシエタノール及び／又はフェニルメタノール；
＃＝Ｆｉｒｍｅｎｉｃｈ製；
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§＝マイカ及び／又は鉄酸化物；Ｃｏｌｏｒｏｎａ　Ｂｒｏｎｚｅ　Ｆｉｎｅ；ＳｙｎＣ
ｒｙｓｔａｌ　Ａｌｍｏｎｄ；Ｘｉｒｏｎａ　Ｌｅ　Ｒｏｕｇｅ；ＤＵＯＣＲＯＭＥ　Ｒ
Ｖ　５２４Ｃ；ＳｙｎＣｒｙｓｔａｌ　Ｊａｄｅ；Ｃｏｌｏｒｏｎａ　Ｐｒｅｃｉｏｕｓ
　Ｇｏｌｄ；Ｒｏｎａｓｔａｒ　Ｒｅｄ；Ｓｙｎｃｒｙｓｔａｌ　Ｓａｐｐｈｉｒｅ；Ｉ
ｍｐａｃｔ　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｒｕｔｉｌｅ；ＫＴＺ　Ｍｉｓｔｅｒｉｏｓｏ　Ｐｅｗｔｅ
ｒ；及びそれらの組合せから選択される顔料。
【０１２７】
　本発明による固体組成物を作るために、組成物の成分（ａ）～（ｅ）、すなわちアミノ
シリコーンポリマー、シリコーン樹脂、水溶性多価アルコールのエーテル、顔料、及び選
択された堆積促進剤と増粘ポリマーとを含む増粘系が、上に与えられた量を使用して一緒
に混合される。（ａ）～（ｅ）を混合後に組成物が固体形態でない場合、２００℃以下の
沸点を有する溶剤を除去し得る回転蒸発器を使用することにより、真空蒸留を使用して固
体組成物を得る。
【０１２８】
実験
＜滴り試験＞
　様々な増粘系の有利な滴り挙動を解明するために様々な組成物が試験される。水、アミ
ノシリコーンポリマー（グラフトアミノ基を有するポリジメチルシロキサンポリマー）、
シリコーン樹脂（ＭＱ樹脂）、及びジエチレングリコールモノブチルエーテルとエチレン
グリコールモノヘキシルエーテルとの混合物を含む基礎組成物が調製される。以下の表の
通りに、堆積促進剤又は増粘ポリマーを示された量（ｗｔ％）で基礎組成物に添加する。
次に、０．５ｇの顔料を９．５ｇのこの組成物に添加する。組成物を毛髪に塗布し、滴り
挙動を観察し、該当する場合、３０秒での滴りの数を数える。
【０１２９】
【表２】

【０１３０】
略語一覧：＊＝Ｃｅｌｌｏｓｉｚｅ（ヒドロキシエチルセルロース）；♯＝ＢＡＳＦ製の
Ｓａｌｃａｒｅ　ＳＣ　９６；β＝ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　３０８（Ｄｏｗ）、８００万
ダルトンの分子量を有する；§＝Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　Ｎ６０Ｋ（Ｄｏｗ）、２００万
ダルトンの分子量を有する。
【０１３１】
　結論：組成物２及び３が最も良く機能した。組成物６及び７を比較するとき、堆積促進
剤の重量平均分子量が高くなると組成物の曳糸性をもたらすことが明らかである。組成物
４は、堆積促進剤のみでは好ましいクリーム状稠度を提供しないことを示す。増粘ポリマ
ーを含む組成物のみが好ましいクリーム状稠度を示した。
【０１３２】
＜レオロジー＞
　以下の組成物を調製した。
【０１３３】
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【表３】

【０１３４】
略語一覧：Ｚ＝Ｗａｃｋｅｒ（登録商標）ＨＣ３０３（上記のＢＥＬＳＩＬ　ＡＤＭ　８
３０１　Ｅのように商業的に入手可能）；ＥｔＯＨ＝エタノール；＊＝ＢＡＳＦ製のＳａ
ｌｃａｒｅ（登録商標）ＳＣ９６；＃＝Ｄｏｗ製のＰＥＧ－４５Ｍ（Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳ
Ｒ　Ｎ－６０Ｋ）；§＝銅顔料。
【０１３５】
　これらの組成物の粘度を測定し、平均を計算する。簡単な流動粘度実験は、他の全ての
条件を等しくして同じ量の組成物が同じ勾配を流れ落ちる速さに関する情報を提供する。
滴り試験は上記の通りである。
【０１３６】
【表４】

【０１３７】
略語一覧：＊Ｈａａｋｅ粘度計（６４．５０　１／ｓ）ＭＶ　ＤＩＮ並びに５分の状態調
節時間を使用するときのｍＰａ・ｓ単位の粘度。
【０１３８】
　したがって、組成物Ｂ及びＤ～Ｇは、３０ｍＰａ・ｓ～１０００ｍＰａ・ｓの粘度に含
まれる。組成物Ｄは、組成物Ｂ及びＤ～Ｇの最も低い粘度を有する。組成物Ｄは、組成物
Ｂ及びＤ～Ｇの最も速い流動粘度を有する。組成物Ｇは、最も高い粘度及び最も遅い流動
粘度も有する。
【０１３９】
　振幅掃引を有する線形粘弾性領域の時間依存性の粘弾性が測定及び比較される。貯蔵弾
性率及びｔａｎδは、ＴＡインストルメンツＡＲ２０００ｅｘ流動計を使用して測定され
る。この実験において、異なる組成物が比較される。組成物の構成要素を一緒に混合し、
次に、１６０ｒｐｍでＩＫＡ　ＫＳ５０１デジタルを使用して均質化し、次いでそれを流
動計上に載せる。流動計は以下の仕様／条件で使用される：上側形状、６０ｍｍの鋼；下
側形状、ペルチェ素子；温度、２３℃；予備剪断、５１／ｓ、１分；平衡化、２分；法線
力、オフ；間隙：６５０μｍ。振幅掃引（歪掃引）は、０．０５％～５０％の歪、ログデ
ータサンプリング（１０点／１０年）及び１Ｈｚ（６．２８３ｒａｄ／ｓ）の周波数で実
施された。
【０１４０】
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　これらのデータは図１に示され、それは以下の表にも記載される。
【０１４１】
【表５】

【０１４２】
略語一覧：＊＝ＢＡＳＦ製のＳａｌｃａｒｅ（登録商標）ＳＣ９６；＃＝Ｄｏｗ製のＰＥ
Ｇ－４５Ｍ（Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　Ｎ－６０Ｋ）。
【０１４３】
　したがって、組成物Ｄ及びＥは、２３℃で１Ｈｚの角周波数で２未満のｔａｎδを有さ
ない。
【０１４４】
＜色及び毛髪の性能：ＭＱ樹脂の影響＞
　以下の組成物を調製した（全ての量はｗｔ％単位である）。組成物ＨはＭＱ樹脂を含む
が、他方、比較用組成物ＩはＭＱ樹脂を含まない。比較用組成物Ｉは、本発明の範囲内で
はない。
【０１４５】

【表６】

【０１４６】
略語一覧：Ｚ＝Ｗａｃｋｅｒ（登録商標）ＨＣ３０３（市販品）；Ｗ＝ＭＱ樹脂を全く含
有しない、本明細書において上記されたＷａｃｋｅｒ（登録商標）ＨＣ３０３；ＥｔＯＨ
＝エタノール；＊＝ＢＡＳＦ製のＳａｌｃａｒｅ（登録商標）ＳＣ９６；＃＝Ｄｏｗ製の
ＰＥＧ－４５Ｍ（Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ　Ｎ－６０Ｋ）；§＝Ｃｏｌｏｒｏｎａ（登録商
標）からの銅顔料；及び＄＝Ｃ１１～１５　Ｐａｒｅｔｈ－９であり、それは合成Ｃ１１
～１５脂肪アルコールと平均９モルのエチレンオキシドとの混合物のポリエチレングリコ
ールエーテルである。
【０１４７】
＜毛髪の房＞
　白人ヘアカラー４／０ヨーロッパナチュラルヘア
　１．５ｃｍの幅及び１０ｃｍの長さを有する毛髪の房。
　Ｋｅｒｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａａｒｆａｂｒｉｋから入手可能
【０１４８】
＜毛髪の房上への組成物Ｈ又はＩそれぞれの塗布＞
　１．０ｇの組成物Ｈ又は比較用組成物Ｉを１．０ｇの毛髪の房上に塗布した。ブラシ又
はスポンジヘッドを用いて各組成物Ｈ又はＩを毛髪の房内に分散させた。毛髪の房をはじ
いた。毛髪の房の全ての毛髪繊維が完全に且つ均一に着色されるまで各組成物Ｈ又はＩを
さらに分散させた。
【０１４９】
　それぞれの処理済みの毛の房を従来のブロー乾燥機を使用して２分間にわたって手作業
でブロー乾燥させた。それぞれ３０秒後に、処理済みの毛髪の房を毛髪の房の上部から下
部まで櫛で髪を梳いた。
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【０１５０】
＜色彩効果／強度の視覚的な評価＞
　Ｄ６５ライトボックス下で、組成物Ｈで処理された毛髪の房を比較用組成物Ｉで処理さ
れた毛髪の房と比較した。評価は以下のように等級付けされた。
【０１５１】
【表７】

【０１５２】
　参照は、未処理の毛の房であった。
【０１５３】
　組成物Ｈで処理された毛髪の房は、参照よりも毛髪に著しく良い効果を示した。
【０１５４】
　比較用組成物Ｉで処理された毛髪の房は、参照よりも毛髪にわずかに悪い効果を示した
。
【０１５５】
　組成物がＭＱ樹脂を含むとき、毛髪への色彩効果は、組成物がＭＱ樹脂を含まないとき
よりも著しく良い。
【０１５６】
＜毛髪洗浄の効果＞
　各組成物Ｈ又はＩで処理された毛髪の房を３０秒間にわたり水で洗浄し、次に３０秒間
にわたり０．５ｍＬのウエラプロフェッショナルブリリアンスシャンプーで、次いで３０
秒間にわたり水で洗浄した。
【０１５７】
　それぞれの処理済みの毛の房を従来のブロー乾燥機を使用して２分間にわたって手作業
でブロー乾燥させた。それぞれ３０秒後に、処理済みの毛髪の房を毛髪の房の上部から下
部まで櫛で髪を梳いた。
【０１５８】
　組成物Ｈで処理された毛髪の房は、視覚的な評価により、毛髪に対する顔料の良い付着
性を示した。
【０１５９】
　しかしながら、比較用組成物Ｉで処理された毛髪の房のみが、視覚的な評価により、毛
髪に対する顔料のわずかな付着性を示した。
【０１６０】
＜毛髪の感触＞
　各組成物Ｈ又はＩで処理された毛髪の房を親指と人差し指とによって引っ張った。処理
済みの毛髪の房を未処理の毛の房に対して評価した。
【０１６１】
　組成物Ｈで処理された毛髪の房は、著しいコート効果を示した。しかしながら、比較用
組成物Ｉで処理された毛髪の房のみがわずかなコート効果を示した。
【０１６２】
＜水浸漬試験＞
　各組成物Ｈ又はＩで処理された毛髪の房を２００ｍＬの留出水中に１５秒間にわたり１
５回浸漬した。顔料が沈殿した後に画像を撮った。組成物Ｈで処理された毛髪の房はほと
んど顔料を失わないことが観察された。しかしながら、比較用組成物Ｉで処理された毛髪
の房は、組成物Ｈで処理された毛髪の房に対してはるかに多い顔料を失った。
【０１６３】
＜結論＞
　毛髪の房が、ＭＱ樹脂を含む組成物Ｈで処理されるとき、比較用組成物Ｉに対して、処



(29) JP 6725523 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

理済みの毛髪の房は、毛髪への顔料の付着性が増加した改良された着色性能及びより良い
洗浄耐久性を示した。
【０１６４】
　本明細書において開示される寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定される
として理解されるべきではない。代わりに、特に断らない限り、このようなそれぞれの寸
法は、記載された値とその値の周辺の機能的に均等な範囲との両方を意味することを意図
する。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを
意図する。
【０１６５】
　任意の相互参照されるか又は関連する特許又は出願を含め、本明細書において引用され
る全ての文献は、明確に排除されるか或いは他の方法で限定されない限り、その全体にお
いて参照によって本明細書に組み込まれる。任意の文献の引用は、本明細書で開示又は特
許請求される任意の発明に対してそれが先行技術であること、又はそれが単独で若しくは
任意の他の文献との任意の組合せで任意のかかる発明を教示、提案若しくは開示すること
を認めるものではない。さらに、本明細書における用語の任意の意味又は定義が参照によ
って組み込まれる文献における同じ用語の任意の意味又は定義と矛盾する限りにおいて、
本明細書においてその用語に帰属される意味又は定義が適用されるものとする。
【０１６６】
　本発明の特定の実施形態が説明及び記載されたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱せず
に様々な他の変更形態及び改良形態がなされ得ることは当業者に明らかであろう。したが
って、本発明の範囲内である全てのかかる変更形態及び改良形態を添付の特許請求の範囲
において含むことが意図される。
　例えば、本願発明は下記の発明を含む。
（１）
　（ａ）アミノ側鎖を含み且つ１０，０００ダルトン～６０，０００ダルトンの重量平均
分子量を有するアミノシリコーンポリマーと、
　（ｂ）ＭＱ樹脂であるシリコーン樹脂と、
　（ｃ）水溶性多価アルコールのエーテルと、
　（ｄ）１種以上の顔料又は１種以上の着色材料と、
　（ｅ）増粘系であって、
　　親水性及び非イオン性ポリマーであり且つ７００，０００ダルトン～３，０００，０
００ダルトンの重量平均分子量を有する堆積促進剤と、
　　少なくとも１０，０００ダルトンの重量平均分子量を有し且つカチオン性増粘ポリマ
ーであるか又は非イオン性増粘ポリマーである増粘ポリマーと
を含む増粘系と
を含む固体組成物。
（２）
　前記組成物が、５ミクロン～６０ミクロンの平均粒径を有する１種以上の顔料を含む、
（１）に記載の組成物。
（３）
　前記組成物が、粉末形態である、（１）又は（２）に記載の組成物。
（４）
　前記組成物が、１種以上の着色材料を含み、好ましくは、前記１種以上の着色材料が、
着色繊維、着色ビーズ、好ましくはナノ粒子である着色粒子、共有結合した染料を含む着
色ポリマー、回折特性を有する粒子、及びそれらの組合せからなる群から選択される、（
１）～（３）のいずれかに記載の組成物。
（５）
　前記１種以上の顔料が、金属酸化物、水酸化物及び酸化物水和物、混合相顔料、硫黄含
有ケイ酸塩、金属硫化物、複合金属シアン化物、金属硫酸塩、クロム酸塩及びモリブデン
酸塩、及び金属自体、並びにそれらの組合せからなる群から選択され、好ましくは、前記
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から選択される、（１）～（４）のいずれかに記載の組成物。
（６）
　前記組成物が、前記組成物の全重量に対して、３５％～６０％又は４０％～４５％の前
記１種以上の顔料を含む、（１）～（５）のいずれに記載の組成物。
（７）
　前記堆積促進剤が式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎが２０，０００～５０，０
００の平均値を有する）に従う、（１）～（６）のいずれかに記載の組成物。
（８）
　前記アミノシリコーンポリマーが、３～８個の炭素原子を有する側鎖を有するポリジメ
チルシロキサンポリマーである、（１）～（７）のいずれかに記載の組成物。
（９）
　前記水可溶性多価アルコールのエーテルが、ジエチレングリコールモノブチルエーテル
、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、及びジエチレングリコールモノブチルエー
テルとエチレングリコールモノヘキシルエーテルとの混合物からなる群から選択される、
（１）～（８）のいずれかに記載の組成物。
（１０）
　前記組成物が、無水である、（１）～（９）のいずれかに記載の組成物。
（１１）
　前記アミノシリコーンポリマーが、グラフトアミノ基を有するポリジメチルシロキサン
ポリマーである、（１）～（１０）のいずれかに記載の組成物。
（１２）
　前記組成物がｐＨ５及び２３℃の水溶液中にあるとき、前記組成物の任意の成分の沈殿
を引き起こす化合物を実質的に含有しない、（１）～（１１）のいずれかに記載の組成物
。
（１３）
　前記堆積促進剤が式Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎは４０，０００～５０，０
００の平均値を有する）に従う、（１）～（１２）のいずれかに記載の組成物。
（１４）
　１種以上の顔料又は１種以上の着色材料を含むフィルムをケラチン繊維上に提供するた
めの方法であって、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物を水溶液としてケラチ
ン繊維上に塗布する工程と、前記ケラチン繊維を乾燥するようにさせるか又は前記ケラチ
ン繊維を乾燥させる工程とを含む、方法。
（１５）
　（１）～（１３）のいずれかに記載の組成物、好ましくは、（１）～（１３）のいずれ
かに記載の複数の組成物であって、それぞれの組成物が異なる顔料又は着色材料を含む、
複数の組成物と、
　アプリケーターと
を含むキット。
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